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〈
表
紙
の
紹
介
〉

村
上

尚
徳

（
文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
教
育
課
程
課
教
科
調
査
官
）

こ
だ
わ
り
の
あ
る
頑
固
者
の
お
じ
さ
ん
が
、
選
挙

は
自
分
の
信
念
で
投
票
す
る
こ
と
を
訴
え
て
い
ま

す
。
日
本
的
な
落
ち
着
き
の
あ
る
配
色
を
使
い
、
ポ

ス
タ
ー
全
体
が
美
し
く
す
っ
き
り
と
ま
と
め
ら
れ
て

い
ま
す
。「
一
票
入
魂
選
挙
」
と
い
う
標
語
も
絵
の

雰
囲
気
と
合
い
作
者
の
セ
ン
ス
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

（
雑
誌
「
選
挙
」
平
成
18
年
１
月
号
か
ら
転
載
）

〈
裏
表
紙
の
紹
介
〉

本
年
十
二
月
に
実
施
す
る
交
通
広
告
お
よ
び
雑
誌

広
告
の
デ
ザ
イ
ン
で
す
。

瀧
浪
真
実
さ
ん

静
岡
県
島
田
市
立
金
谷
中
学
校
１
年
（
受
賞
当
時
）

名言の舞台 .......................................................................................................................................................... 3
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選
挙
に
お
け
る
候
補
者
の
質
が
政
治

的
に
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
か
と
い

う
角
度
か
ら
、
候
補
者
の
リ
ク
ル
ー
ト

メ
ン
ト
（
募
集
）
問
題
の
重
要
性
に
注

目
し
た
の
が
、
マ
イ
ケ
ル
・
ギ
ャ
ラ
ガ

ー
で
し
た
。
ギ
ャ
ラ
ガ
ー
は
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
の
政
治
学
者
で
、『
候
補
者
選
定
の

比
較
研
究
』（
一
九
八
八
年
刊
行
）
の
著

者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

彼
は
そ
の
著
書
の
序
文
で
「
候
補
者

選
定
の
重
要
性
は
、
と
か
く
過
小
評
価

さ
れ
や
す
い
」
と
指
摘
し
、「
選
定
さ
れ

る
候
補
者
の
質
が
、
選
出
さ
れ
る
議
員

の
質
、
そ
の
結
果
と
し
て
の
議
会
の
質
、

し
ば
し
ば
政
府
構
成
員
の
質
、
さ
ら
に

あ
る
程
度
ま
で
国
の
政
治
を
決
め
る
」

と
し
て
、
候
補
者
選
定
の
重
要
性
を
訴

え
ま
し
た
。

さ
ら
に
ギ
ャ
ラ
ガ
ー
は
、
政
党
政
治

下
に
お
け
る
政
党
の
候
補
者
選
定
方
法

に
つ
い
て
、「
政
党
が
候
補
者
を
選
定
す

る
や
り
方
は
、
政
党
が
党
内
問
題
を
ど

の
程
度
に
民
主
的
に
処
理
し
て
い
る
か

の
試
金
石
と
し
て
も
用
い
ら
れ
よ
う
」

と
も
記
し
て
い
ま
す
。

わ
が
国
の
衆
議
院
議
員
の
選
挙
制
度

は
平
成
八
年
の
選
挙
か
ら
小
選
挙
区
比

例
代
表
並
立
制
に
変
わ
り
、
政
党
本
位

の
選
挙
に
な
り
ま
し
た
。
各
政
党
が
ど

の
よ
う
な
手
続
き
で
ど
の
よ
う
な
候
補

者
を
立
て
る
か
が
極
め
て
重
要
な
意
味

を
も
つ
制
度
で
す
。
最
近
は
、
候
補
者

を
公
募
に
よ
り
選
定
す
る
方
法
が
広
が

る
一
方
で
、
世
襲
候
補
者
も
増
え
て
い

ま
す
。
わ
れ
わ
れ
は
政
党
の
候
補
者
選

定
の
経
緯
に
つ
い
て
も
、
す
る
ど
く
目
を

向
け
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

民
主
主
義
国
家
に
と
っ
て
、
そ
の
政

治
形
態
に
ふ
さ
わ
し
い
政
治
家
を
積
極

的
に
見
い
だ
す
、
あ
る
い
は
育
て
る
こ

と
の
重
要
性
は
、
今
後
と
も
ま
す
ま
す

重
要
に
な
っ
て
く
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

マイケル・ギャラガー
1938年生まれ

選定される候補者の質が
国の政治の質を決める
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お
茶
の
水
女
子
大
学
大
学
院
助
教
授
　

小
玉
重
夫

シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
の

意
義
と
課
題

い
ま
、
な
ぜ
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
か

近
年
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
（
市
民
性
）
教
育
の

取
り
組
み
が
E
U
（
欧
州
連
合
）
諸
国
や
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
な
ど
、
各
国
で
盛
ん
に
な
り
、
注
目
を
集
め

て
い
る
。
な
ぜ
、
い
ま
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
な

の
か
。
そ
れ
は
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
各
国
に
お

け
る
社
会
構
造
の
変
容
と
深
く
関
係
し
て
い
る
。
そ

こ
で
ま
ず
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
の
必
要
性
が

高
ま
っ
て
い
る
時
代
背
景
に
つ
い
て
、
簡
単
に
確
認

し
て
お
き
た
い
。

も
と
も
と
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
と
は
、
一
九
七

〇
年
代
ま
で
は
、
福
祉
国
家
体
制
の
も
と
で
、
社
会

の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
人
々
が
持
っ
て
い
る
権
利
│

市
民
権
あ
る
い
は
公
民
権
│
と
し
て
と
ら
え
る
こ

と
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
福
祉
国
家
に
お
け
る
国
民

と
し
て
の
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
（
国
籍
）
を
持
っ
て
い

れ
ば
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
、
最
低
限
度
の
生
活

を
営
む
こ
と
が
で
き
る
生
存
権
が
す
で
に
保
障
さ
れ

て
い
る
、
つ
ま
り
、
国
民
で
あ
る
以
上
す
で
に
備
わ

っ
て
い
る
権
利
と
い
う
意
味
で
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ

プ
と
い
う
概
念
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
一
九
八
〇
年
代
か
ら
九
〇
年
代
に
か
け

て
、「
官
か
ら
民
へ
」
に
象
徴
さ
れ
る
小
さ
な
政
府

論
に
も
と
づ
き
、
福
祉
国
家
的
政
策
に
対
す
る
見
直

し
や
再
編
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
に
伴
い
、

「市民性教育」という言葉をご存知でしょうか。市民性教育を論ずる場合によく引き合いに出さ

れるイギリスにおいて、その必要性が認識されるようになった背景には、若者の政治への無関

心に対する不安、投票率の低下、市民の地域レベルの活動に参加する機会の減少、地域が地域

として機能しないことに対する懸念がありました。まるで、現在のわが国を語っているようです。

教育基本法の改正、教育再生会議の設置、いじめ、必修科目の履修漏れなど教育に関する論議

が高まっている中、今回はこの「市民性教育」を特集します。

●プロフィール

こだましげお

1960年生まれ。お茶の水
女子大学大学院人間文化
研究科助教授、博士（教
育学）。東京大学大学院博
士課程修了後、慶應義塾
大学助教授を経て現職。
主な著書に『教育改革と
公共性』、『シティズンシッ
プの教育思想』などがある。
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シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
を
単
に
福
祉
国
家
的
な
権
利
と

し
て
だ
け
で
は
な
く
、
そ
う
し
た
権
利
を
社
会
的
な

場
面
に
お
い
て
行
使
で
き
る
資
質
や
、
社
会
や
国
家

の
構
成
員
と
し
て
の
義
務
や
責
任
を
果
た
す
資
質
を

含
む
も
の
と
し
て
と
ら
え
直
そ
う
と
い
う
議
論
が
政

策
的
な
影
響
力
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
つ
ま

り
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
権
利
と
し
て
の
側
面
と

同
時
に
、
社
会
に
参
加
し
、
そ
こ
で
他
者
に
対
す
る

応
答
的
な
責
任
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
を
含
ん
だ
概

念
と
し
て
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
が
強
調
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教

育
と
い
う
こ
と
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
自
覚
的
に
主

題
化
さ
れ
る
の
も
、
そ
の
よ
う
な
文
脈
に
お
い
て
で

あ
る
（
小
玉
『
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
教
育
思
想
』

白
澤
社
、
二
〇
〇
三
年
）。

さ
ら
に
、
一
九
八
九
年
の
冷
戦
体
制
崩
壊
に
よ
る

政
治
状
況
の
多
元
化
と
流
動
化
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
の
進
展
に
よ
る
社
会
の
国
際
化
と
多
文
化
化

に
よ
っ
て
、
国
民
国
家
を
軸
と
し
た
民
主
主
義
の
あ

り
方
に
問
い
直
し
が
迫
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て

い
る
。
こ
の
こ
と
も
、
民
主
主
義
の
担
い
手
で
あ
る

市
民
を
育
て
る
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
の
重
要
性

が
唱
え
ら
れ
る
背
景
と
な
っ
て
い
る
。

以
上
の
時
代
背
景
の
中
で
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ

教
育
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
議
論
さ
れ
、
展
開
さ

れ
て
い
る
か
を
、
次
に
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
イ
ギ

リ
ス
と
ア
メ
リ
カ
の
例
を
紹
介
し
な
が
ら
見
て
い
き

た
い
。

イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
で
の

シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育

イ
ギ
リ
ス
政
府
で
は
、
一
九
九
八
年
に
バ
ー
ナ
ー

ド
・
ク
リ
ッ
ク
と
い
う
政
治
学
者
が
中
心
と
な
り
、

「
学
校
に
お
け
る
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
と
民
主
主
義

の
教
育
」、
い
わ
ゆ
る
ク
リ
ッ
ク
レ
ポ
ー
ト
を
出
し
、

こ
れ
に
基
づ
い
て
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
が
学
校

教
育
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

イ
ギ
リ
ス
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
主
導

し
た
バ
ー
ナ
ー
ド
・
ク
リ
ッ
ク
の
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ

プ
教
育
論
の
特
徴
は
、
そ
の
中
心
に
「
政
治
的
リ
テ

ラ
シ
ー
」（
政
治
的
判
断
力
や
批
判
能
力
）
の
教
育
を

置
い
て
い
る
点
で
あ
る
。
ク
リ
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
シ

テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
は
と
も
す
れ
ば
、「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
一
辺
倒
」
に
な
り
が
ち
で
あ
る
が
、
そ

れ
で
は
「
単
な
る
使
い
捨
て
の
要
員
」
を
育
て
る
だ

け
に
な
っ
て
し
ま
う
と
批
判
す
る
。
そ
し
て
、
政
治

文
化
の
変
革
を
担
う
積
極
的
な
市
民
の
育
成
こ
そ

が
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
の
中
心
に
位
置
づ
け

ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
（
ク
リ
ッ
ク
『
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
年
）。

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
の

時
代
に
新
し
い
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
論
の
グ
ル
ー
プ

を
主
導
し
た
政
治
思
想
研
究
者
の
ハ
リ
ー
・
ボ
イ
ト

は
、
ミ
ネ
ソ
タ
大
学
「
民
主
主
義
と
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ

ッ
プ
の
セ
ン
タ
ー
」
で
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育

の
実
践
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
ボ
イ
ト
は
、
シ
テ
ィ

ズ
ン
シ
ッ
プ
に
関
す
る
三
つ
の
モ
デ
ル
を
類
型
化
す

る
（
次
頁
表
を
参
照
）。

第
一
の
モ
デ
ル
は
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
（
自
由
主
義
）

の
モ
デ
ル
で
、
従
来
の
福
祉
国
家
段
階
の
シ
テ
ィ
ズ

ン
シ
ッ
プ
に
対
応
す
る
。
そ
こ
で
の
市
民
像
は
、
投

票
者
、
消
費
者
で
あ
る
と
さ
れ
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ

プ
教
育
の
内
容
は
、
社
会
科
の
授
業
に
お
け
る
知
識

の
教
授
が
中
心
で
あ
る
。
第
二
の
モ
デ
ル
は
、
共
同

体
主
義
の
モ
デ
ル
で
、
そ
こ
で
の
市
民
像
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
あ
り
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
の
内
容

は
奉
仕
活
動
で
あ
る
。

ボ
イ
ト
に
よ
れ
ば
、
第
一
の
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
モ

デ
ル
は
権
利
論
に
傾
斜
し
た
福
祉
国
家
段
階
に
適
合

的
な
モ
デ
ル
で
今
日
の
状
況
に
十
分
対
応
で
き
ず
、

他
方
、
第
二
の
モ
デ
ル
は
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
の

時
代
状
況
に
対
応
し
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
政
治
的

視
点
を
欠
き
、
共
同
体
へ
の
奉
仕
の
み
を
一
面
的
に

強
調
す
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
と
批
判
す
る
。
そ
こ

で
ボ
イ
ト
が
提
唱
す
る
の
が
第
三
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
ワ

ー
ク
の
モ
デ
ル
で
、
こ
こ
で
は
、
前
二
者
の
モ
デ
ル

の
長
所
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
そ
れ
に
加
え
て
、
自
己
と

は
異
質
な
他
者
と
の
交
渉
や
議
論
を
含
む
政
治
的
な

資
質
の
養
成
が
重
視
さ
れ
て
い
る
（B

o
y
te
,H
.,

E
veryday

P
olitics,U

niversity
of
P
ennsylvania

P
ress,2004

）。

こ
の
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
や
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る

先
進
的
な
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
論
で
は
い
ず
れ

も
、
単
な
る
奉
仕
活
動
で
は
な
い
、
政
治
的
な
市
民

の
養
成
を
め
ざ
し
た
政
治
教
育
と
し
て
の
側
面
が
強

調
さ
れ
て
い
る
点
で
共
通
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
本
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稿
の
冒
頭
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
冷
戦
体
制
崩
壊
に

よ
る
政
治
状
況
の
流
動
化
と
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
る
社
会
の
多
文
化
化
に
よ
っ
て
、
民
主
主
義

の
問
い
直
し
が
迫
ら
れ
、
そ
の
担
い
手
で
あ
る
市
民

教
育
の
重
要
性
が
強
く
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
と
深
く
関
連
し
て
い
る
。

日
本
に
お
け
る

シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
の
展
開
例

日
本
で
も
、
こ
れ
ら
の
動
向
を
ふ
ま
え
て
、
筆
者

も
参
加
し
た
経
済
産
業
省
・
三
菱
総
研
の
「
シ
テ
ィ

ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
と
経
済
社
会
で
の
人
々
の
活
躍
に

つ
い
て
の
研
究
会
」（
宮
本
み
ち
子
委
員
長
）
が
二

〇
〇
六
年
三
月
に
「
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
宣
言
」

を
出
し
た
。

こ
こ
で
は
、「
市
民
に
奉
仕
活
動
を
義
務
付
け
た

り
、
国
家
や
社
会
に
と
っ
て
都
合
の
よ
い
市
民
を
育

成
し
よ
う
と
い
う
目
的
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」

と
い
う
点
が
明
記
さ
れ
、
そ
の
上
で
、「
社
会
の
意

思
決
定
や
運
営
の
過
程
に
お
い
て
、
個
人
と
し
て
の

権
利
と
義
務
を
行
使
し
、
多
様
な
関
係
者
と
積
極
的

に
関
わ
ろ
う
と
す
る
資
質
」
と
し
て
の
シ
テ
ィ
ズ
ン

シ
ッ
プ
教
育
の
必
要
性
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

日
本
に
お
け
る
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
の
展
開
例

と
し
て
、
お
茶
の
水
女
子
大
附
属
学
校
園
で
の
市
民

的
資
質
養
成
の
取
り
組
み
や
、
東
京
都
品
川
区
に
お

け
る
市
民
科
の
取
り
組
み
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ラ
イ
ツ
が

運
営
す
る
学
校
で
の
模
擬
選
挙
の
取
り
組
み
な
ど
が

例
示
さ
れ
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
の
中
に
政
治

教
育
が
不
可
欠
の
要
素
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

る
。政

治
教
育
と
し
て
の

シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
の

復
権
へ
向
け
て

以
上
で
見
た
よ
う
に
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
シ

テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
の
新
展
開
に
は
、
政
治
的
な

市
民
の
育
成
を
め
ざ
す
政
治
教
育
の
性
格
が
強
く
反

映
さ
れ
て
い
る
。

大
人
に
な
っ
た
と
き
に
選
挙
権
を
ど
の
よ
う
に
行

使
す
る
の
か
、
ま
た
、
政
治
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ

て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
単
な
る
知
識
の
教
育

と
し
て
だ
け
で
な
く
、
政
治
的
リ
テ
ラ
シ
ー
の
教
育

と
し
て
追
求
し
て
い
こ
う
と
い
う
の
が
、
新
し
い
シ

テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
の
中
心
課
題
な
の
で
あ
る
。

そ
の
意
味
で
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
は
、
現
行

の
教
育
基
本
法
第
八
条
の
政
治
的
教
養
の
教
育
を
実

質
的
な
も
の
に
し
て
い
く
趣
旨
を
含
ん
で
い
る
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
。

今
後
、
こ
こ
で
紹
介
し
た
よ
う
な
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ

ッ
プ
教
育
の
新
展
開
を
ふ
ま
え
て
、
学
校
が
良
識
あ

る
市
民
、
主
権
者
を
育
て
る
政
治
教
育
を
行
う
場
と

し
て
再
生
し
て
い
く
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い

る
。

 リベラリズム 共同体主義 パブリックワーク�

民主主義とは何か 代表制、法の支配 政府とボランタリーセクター 民主主義的生活様式�

政治とは何か 財の分配 回避すべき険悪な争い 問題解決と公共性創出のための交渉と仕事�

市民 投票者、消費者 ボランティア 共同プロデューサー�

政治を所有するのは誰か 専門家 専門家 市民、素人�

市民教育 社会科の授業 奉仕活動 パブリックワークのプロジェクト�

�

ボイトによる、民主主義、シティズンシップに関する3つのモデル�
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社
会
と
か
か
わ
り
な
が
ら
学
ぶ
、

英
国
の
市
民
性
教
育

英
国
で
は
、
二
〇
〇
二
年
に
中
等
教
育
に
シ
テ
ィ

ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
を
導
入
し
、
話
題
を
呼
ん
で
い
る
。

こ
の
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
導
入
に
向
け
た
諮
問
委

員
会
の
答
申
書
で
は
、「
我
々
は
国
家
全
体
で
も
地

域
で
も
、
本
国
の
政
治
文
化
を
何
よ
り
変
え
る
こ
と

を
ね
ら
い
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
そ
れ
は
、
公
共
生

活
に
影
響
を
与
え
る
意
思
、
能
力
、
素
養
を
も
っ
た

能
動
的
な
市
民
と
し
て
、
人
々
が
自
身
に
つ
い
て
考

え
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
、

社
会
に
積
極
的
に
参
加
し
、
責
任
と
良
識
あ
る
市
民

を
育
く
む
た
め
の
教

育
を
う
た
っ
て
い
る
。

日
本
の
公
民
教
育

（C
iv
ic
E
ducation

）

で
は
、
政
治
や
経
済

の
仕
組
み
を
学
習
す

る
に
止
ま
る
の
に
対

し
て
、英
国
の
市
民
性

教
育
（C

itizenship
E
ducation

）
で
は
、
そ
の
シ

ス
テ
ム
に
参
加
す
る
ス
キ
ル
、
考
え
方
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
も
学
習
す
る
。
た
と
え
ば
、

社
会
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
ど
こ
か
ら
情
報

を
仕
入
れ
判
断
し
、
ど
の
よ
う
な
手
段
（
政
治
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
）
を
用
い
る
の
か
、
ど
の
よ
う
に

し
て
他
者
と
合
意
形
成
を
行
う
の
か
、
ど
の
よ
う
に

し
て
相
手
を
説
得
す
る
の
か
、
と
い
っ
た
よ
り
実
際

的
な
社
会
参
加
・
政
治
参
加
を
学
習
す
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
、
教
科
の
枠
を
越
え
て
、
生
徒
会
活
動

や
課
外
活
動
な
ど
と
も
リ
ン
ク
し
て
進
め
ら
れ
る
。

フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
や
市
民
活
動
で
は
、
生
徒
た

ち
が
自
ら
募
金
を
集
め
る
プ
ラ
ン
を
考
え
、
地
域
を

二
〇
マ
イ
ル
歩
く
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、「
完
走
し

た
ら
寄
付
を
し
て
く
だ
さ
い
」
と
、
地
域
に
宣
伝
し

た
事
例
が
あ
る
。
集
め
ら
れ
た
お
金
は
、
津
波
の
復

興
支
援
に
寄
付
さ
れ
た
。

ま
た
、
栄
養
学
を
学
ん
だ
学
生
が
、
小
さ
い
子
ど

も
・
お
年
寄
り
・
偏
食
が
ち
の
人
々
に
、
少
な
い
お

金
で
ど
う
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を
採
れ
る
か
を
ア

ド
バ
イ
ス
、
支
援
、
買
い
物
に
つ
き
あ
い
、
料
理
を

手
伝
う
活
動
な
ど
も
進
め
て
い
る
。

政
治
や
司
法
に
つ
い
て
は
、H

an
sard

S
ociety

（
民
主
主
義
教
育
振
興
を
目
的
と
す
る
チ
ャ
リ
テ
ィ

団
体
）
と
連
携
し
、
議
員
を
学
校
に
呼
ん
だ
り
、

C
itizen

sh
ip
F
ou
n
d
ation

（
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ

普
及
の
た
め
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）
の
協
力
の
も
と
模
擬
裁
判

を
行
っ
た
り
、
裁
判
官
か
ら
法
律
に
つ
い
て
の
話
を

聞
い
た
り
し
て
い
る
。

多
文
化
共
生
の
視
点
か
ら
、
シ
ナ
ゴ
ー
グ
（
ユ
ダ

ヤ
教
礼
拝
施
設
）
で
の
学
習
を
進
め
て
い
る
事
例
も

見
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
活
動
は
、
外
部
の
評
価
団
体
を
通
し
て
、

コ
ー
ス
ワ
ー
ク
と
い
う
位
置
づ
け
で
評
価
さ
れ
る
。

単
な
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
で
な
く
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク

な
知
識
の
も
と
に
活
動
し
て
い
る
か
ど
う
か
が
評
価

さ
れ
、
報
告
も
写
真
や
レ
ポ
ー
ト
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

形
で
の
提
出
が
可
能
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
経
過
報

告
型
の
学
習
評
価
を
大
学
入
試
に
も
利
用
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

日
本
の
総
合
的
な
学
習
で
も
、
ず
い
ぶ
ん
近
い
実

践
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
が
、
評
価
シ
ス

シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
推
進
ネ
ッ
ト
代
表

市
民
性
教
育
の
実
践

●プロフィール

おおくぼまさひろ

予備校講師、検定教科書の編
集を経て、現在、フリーの編
集者、シティズンシップ・コ
ンサルタント。東京学芸大学
教育学部卒。法政大学大学院
政策科学研究科に在籍中。執
筆論文には、「シチズンシッ
プ教育―新しい授業の提案」
『社会科教育』（2005年1月号、
明治図書）、「シチズンシップ
をどう取り上げるか」『総合
的学習を創る』（2006年1月号、
明治図書）などがある。
www.citizenship.jp

大
久
保
正
弘

英国のシティズンシップ教育



8

テ
ム
ま
で
含
め
る
と
、
ま
だ
ま
だ
英
国
の
事
例
に
か

な
わ
な
い
よ
う
に
感
じ
る
。

こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
市
民
活
動
か
ら

政
治
参
加
ま
で
、
日
本
の
公
民
教
育
よ
り
も
裾
野
が

広
く
身
近
な
事
例
ま
で
扱
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

「
動
的
な
学
習
」
を
め
ざ
し
て

英
国
で
は
、
市
民
性
教
育
の
導
入
の
背
景
と
し
て
、

「
社
会
の
連
帯
の
不
足
」「
政
治
に
対
す
る
無
関
心
」

「
社
会
的
無
力
感
」「
社
会
へ
の
参
加
意
識
の
欠
如
」

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。
わ
が
国
で
も
、
同
様
な

状
況
に
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
状
況
を
打
破
す
る
た
め
に
も
、
知
識
中
心

の
「
静
的
」
な
学
習
か
ら
、
一
人
ひ
と
り
が
社
会
的

主
体
と
し
て
想
い
を
反
映
さ
せ
、
実
際
に
行
動
し
、

問
題
を
解
決
し
て
い
く
「
動
」
的
な
学
習
へ
と
変
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
私
た
ち
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育

推
進
ネ
ッ
ト
は
、「
社
会
の
中
で
課
題
を
発
見
し
、

行
動
す
る
学
習
」
を
通
し
て
、
市
民
社
会
の
担
い
手

を
育
成
し
て
い
き
た
い
と
考
え
、
活
動
し
て
い
る
。

教
育
現
場
の
視
察
や
教
材
開
発
と
い
っ
た
研
究
開
発

か
ら
、
人
材
の
育
成
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
、
学

校
教
育
や
社
会
教
育
で
の
講
師
派
遣
や
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
・
講
座
の
開
催
ま
で
、
直
接
的
・
間
接
的
に
市

民
性
の
教
育
を
支
援
・
推
進
し
て
い
る
。

○
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
実
践

私
た
ち
が
開
発
、
実
践
し
て
い
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
は
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
と
り
わ
け
、「
ま
ち
づ
く
り

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
は
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
育

成
に
と
て
も
有
効
で
あ
る
。
ま
ち
を
歩
き
、
地
域
資

源
や
地
域
課
題
を
見
つ
け
、
地
図
に
記
録
し
て
い
く
。

ブ
レ
イ
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
に
よ
っ
て
解
決
策
を
考
え
て

い
く
。
こ
の
よ
う
な
活
動
に
よ
っ
て
、
知
ら
な
か
っ
た

ま
ち
が
、
見
え
て
く
る
。
そ
し
て
、
ま
ち
が
好
き
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
学
校
教
育
や
社

会
教
育
な
ど
で
実
践
し
た
い
と
考
え
、
各
種
学
校
、

自
治
体
や
公
益
団
体
と
の
連
携
を
探
っ
て
き
た
。

二
〇
〇
四
年
に
は
、
青
少
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
と
と
も
に
企
画
し
た
中
学
生
向
け
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
行
い
、
中
高
生
と
商
店
街
を
歩
き
、
地
域

課
題
の
改
善
策
を
考
え
、
商
店
会
の
方
に
提
言
し
た
。

二
〇
〇
五
年
に
は
、
青
森
県
庁
と
の
協
働
で
、
青
森

市
新
町
商
店
街
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
青
年
対
象

に
開
催
し
た
。

○
ロ
ー
カ
ル
・
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
教
材
に
し
た
実
践

ま
ち
づ
く
り
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
、
ロ
ー
カ

ル
・
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
よ

り
実
際
的
な
政
治
参
加
に
つ
い
て
も
学
習
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
実
際
に
ま
ち
を
歩
き
、
課

題
や
資
源
を
抽
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
単
な
る
机

上
の
作
文
で
は
な
い
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
作
る
こ
と
が

で
き
る
。
そ
し
て
、
学
習
者
の
参
加
意
識
や
市
民
性

を
育
む
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
現
に
む
け
て
、
シ
テ
ィ
ズ

ン
シ
ッ
プ
教
育
推
進
ネ
ッ
ト
（
教
育
系
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）、

埼
玉
大
学
教
育
学
部
（
公
民
教
育
）、
桶
川
市
立
加

納
中
学
校
、
埼
玉
ロ
ー
カ
ル
・
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
推
進

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
政
策
研
究
・
市
民
活
動
団
体
）
を

は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
が
連
携
・
協
働

し
、
下
記
図
の
研
究
会
を
結
成
し
た
。

各
団
体
の
持
ち
味
を
う
ま
く
組
み
合
わ
せ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、「
シ

テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ

プ
教
育
」、「
公
民

教
育
」、「
ロ
ー

カ
ル
・
マ
ニ
フ

ェ
ス
ト
」
の
三
つ

の
視
点
か
ら
、

教
材
、
指
導
計

画
等
の
検
討
を

重
ね
て
い
る
。

現
在
、
加
納

中
学
校
の
子
ど

も
た
ち
は
、
ま

ち
を
歩
き
、
商
店
街
の
方
の
意
見
集
約
を
は
か
り
、

議
論
を
重
ね
な
が
ら
地
域
の
改
善
策
の
作
成
を
行
っ

て
い
る
。
今
後
は
そ
れ
ら
を
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
し
、

自
治
体
に
提
言
を
行
う
予
定
で
い
る
。

今
後
の
活
動
に
む
け
て

こ
れ
ま
で
の
実
践
を
、
他
校
・
他
自
治
体
で
も
で

き
る
よ
う
に
呼
び
か
け
て
い
る
。
ま
た
、
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
づ
く
り
だ
け
で
な
く
、
国
会
・
地
方
議
会
と
の

連
携
か
ら
立
法
理
解
の
教
材
開
発
も
進
め
て
い
る
。

今
後
は
司
法
参
加
も
含
め
た
法
教
育
全
般
へ
の
展

開
を
進
め
た
り
、
各
国
の
諸
団
体
と
の
連
携
も
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

い
ま
の
と
こ
ろ
「
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
」

「
市
民
性
教
育
」
と
い
う
言
葉
自
体
、
な
じ
み
が
薄

く
、
な
か
な
か
一
般
へ
浸
透
し
て
い
な
い
の
が
最
も

悩
み
ど
こ
ろ
だ
が
、
今
後
も
地
道
に
活
動
を
進
め
て

い
く
つ
も
り
で
あ
る
。

「埼玉ローカル・マニフェスト／シティズンシップ�
教育研究会」の組織�

市民団体・学校等の連携によるプロジェクト�

�

ローカル・マニフェスト�
埼玉ローカル・マニフェスト�

推進ネットワーク�
�

シティズンシップ教育�
シティズンシップ教育推進ネット�

�

公民教育�
埼玉大学教育学部�
桶川市立加納中学校�

�
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品
川
区
教
育
委
員
会
指
導
主
事
　

村
尾
勝
利

区
立
学
校
で

『
市
民
科
』
授
業
を
開
始

な
ぜ
、
市
民
科
を
創
設
し
た
の
か

現
在
、
子
ど
も
た
ち
の
傾
向
を
み
る
と
、
将
来
に

つ
い
て
の
夢
を
も
て
な
い
だ
け
で
な
く
、
規
範
意
識

や
道
徳
性
、
社
会
的
マ
ナ
ー
の
低
下
や
人
間
関
係
を

築
く
力
が
十
分
に
身
に
つ
い
て
い
な
い
と
す
る
指
摘

が
極
め
て
多
い
。
こ
れ
ま
で
も
、
学
校
教
育
に
お
い

て
は
、「
心
の
教
育
」
に
か
か
わ
る
目
標
を
掲
げ
、

道
徳
や
特
別
活
動
な
ど
で
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
具

体
的
な
解
決
に
は
至
っ
て
い
な
い
の
も
事
実
で
あ
る
。

品
川
区
で
は
、
今
年
度
か
ら
全
国
に
先
駆
け
て
小

中
一
貫
教
育
を
開
始
し
、
そ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中

に
九
年
間
を
通
し
て
人
間
形
成
を
図
る
「
市
民
科
」

を
創
設
し
た
。
こ
れ
は
、「
あ
る
べ
き
論
」
や
「
心

構
え
」
と
い
っ
た
情
意
面
ば
か
り
が
強
調
さ
れ
、
善

悪
の
判
断
力
や
場
に
応
じ
た
正
し
い
行
動
の
仕
方
な

ど
を
確
実
に
教
え
て
い
な
い
現
在
の
学
習
状
況
を
ふ

ま
え
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
正
面
か
ら
取
り
組
も
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
。「
市
民
科
」
は
、
従
来
の
道
徳

と
特
別
活
動
、
そ
し
て
総
合
的
な
学
習
の
そ
れ
ぞ
れ

の
ね
ら
い
を
統
合
し
た
品
川
区
独
自
の
教
育
活
動
で

あ
る
。

市
民
科
の
ね
ら
い
は
、
教
養
豊
か
で
品
格
の
あ
る

人
間
を
つ
く
る
こ
と
に
あ
り
、
児
童
・
生
徒
一
人
ひ

と
り
に
自
ら
の
あ
り
方
や
生
き
方
を
自
覚
さ
せ
、
生

き
る
筋
道
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
知
識
や
能
力

を
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
。
市
民
科
を
指
導

す
る
教
師
は
、
教
え
る
べ
き
こ
と
は
し
っ
か
り
と
教

え
る
と
い
う
指
導
観
の
も
と
、
児
童
・
生
徒
に
対
し
、

社
会
の
一
員
と
し
て
の
常
識
や
行
動
の
仕
方
、
自
ら

の
人
生
観
を
も
つ
た
め
に
必
要
な
知
識
と
技
能
・
能

力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
学
習
を
行
っ
て
い
る
。

※
市
民
性
と
は
、「
確
固
た
る
自
分
を
持
ち
、
自
ら

を
社
会
的
に
有
意
な
存
在
と
し
て
意
識
す
る
と
と

も
に
、
集
団
・
社
会
の
一
員
と
し
て
の
義
務
と
責

任
を
重
ん
じ
、
主
体
的
に
社
会
に
か
か
わ
ろ
う
と

す
る
姿
」
と
定
義
す
る
。

市
民
科
学
習
の
内
容

品
川
区
で
は
、
学
年
に
応
じ
た
「
市
民
科
」
の
教

科
書
を
作
成
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
個
に
か
か
わ

る
資
質
（
主
体
性
、
積
極
性
）、
個
と
集
団
に
か
か

わ
る
資
質
（
適
応
性
、
公
徳
性
、
論
理
性
）、
個
と

社
会
に
か
か
わ
る
資
質
（
実
行
性
、
創
造
性
）
を
は

ぐ
く
む
と
と
も
に
、
生
活
場
面
や
環
境
、
状
況
な
ど

に
応
じ
、
五
つ
の
領
域
で
一
五
の
能
力
を
身
に
つ
け

さ
せ
る
。

〔
自
己
管
理
領
域
〕

〇
自
己
管
理
能
力
　
〇
生
活
適
応
能
力
　

〇
責
任
遂
行
能
力
　

〔
人
間
関
係
形
成
領
域
〕

〇
集
団
適
応
能
力
　
〇
自
他
理
解
能
力
　

〇
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

〔
自
治
的
活
動
領
域
〕

〇
自
治
活
動
能
力
　
〇
道
徳
実
践
能
力

〇
社
会
的
判
断
・
行
動
能
力

〔
文
化
創
造
領
域
〕

〇
文
化
活
動
能
力
　
〇
企
画
・
表
現
能
力

〇
自
己
修
養
能
力

市民科教科書
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〔
将
来
設
計
領
域
〕

〇
社
会
的
役
割
遂
行
能
力
　
〇
社
会
認
識
能
力

〇
将
来
志
向
能
力

こ
れ
ら
の
資
質
と
能
力
を
関
連
さ
せ
た
学
習
を
五

時
間
程
度
の
単
元
を
組
ん
で
実
施
す
る
こ
と
に
よ

り
、
子
ど
も
た
ち
は
自
分
な
り
の
も
の
の
見
方
や
考

え
方
で
事
象
の
意
味
や
価
値
を
問
い
直
し
、
自
分
と

集
団
、
社
会
と
の
関
係
を
認
識
し
た
上
で
、
自
分
自

身
の
あ
り
方
や
生
き
方
を
み
つ
め
る
こ
と
が
で
き
る

と
考
え
る
。

具
体
的
な
学
習
内
容
と
し
て
、
一
・
二
年
生
用
は
、

あ
い
さ
つ
の
励
行
、
部
屋
の
整
理
・
整
頓
、
通
学
路

の
安
全
、
感
謝
の
気
持
ち
、
将
来
の
自
分
な
ど
三
一

項
目
、
三
・
四
年
生
用
は
、
正
し
い
行
動
、
思
い
や

り
の
心
、心
を
伝
え
る
マ
ナ
ー
、食
事
の
作
法
、
茶
道
、

く
ら
し
と
お
金
な
ど
四
三
項
目
で
構
成
し
て
い
る
。

ま
た
、
五
〜
七
年
生
用
は
、
人
権
問
題
、
市
民
と

し
て
の
自
覚
、
自
他
の
尊
重
、
社
会
の
中
で
の
規
範

意
識
、
伝
統
文
化
の
継
承
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
な

ど
六
一
項
目
、
八
・
九
年
用
は
、
社
会
マ
ナ
ー
と
ル

ー
ル
、
福
祉
へ
の
取
り
組
み
、
社
会
に
お
け
る
正
義
、

地
域
社
会
へ
の
貢
献
、
進
路
選
択
な
ど
三
六
項
目
で

構
成
し
て
い
る
。

特
に
、
選
挙
に
関
す
る
学
習
は
、
社
会
科
の
「
公

民
」
で
政
治
の
仕
組
み
と
と
も
に
学
習
し
て
い
る
こ

と
と
の
関
連
を
図
り
、
市
民
科
で
は
、
自
分
た
ち
が

暮
ら
し
て
い
る
品
川
区
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
関
心

を
も
た
せ
、
自
分
た
ち
の
生
活
と
の
つ
な
が
り
を
学

ぶ
こ
と
を
通
し
て
、
主
体
的
な
社
会
へ
の
か
か
わ
り

方
を
身
に
つ
け
さ
せ
て
い
く
。

そ
こ
で
、
教
科
書
の
「
社
会
の
一
員
と
し
て
の
活

動
」
の
単
元
で
は
、「
区
議
会
だ
よ
り
」
を
読
み
、

議
会
で
話
し
合
わ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
様
々
な
施
策

を
理
解
す
る
。

次
に
、
自
分
た
ち
が
、
地
域
に
つ
い
て
真
剣
に
考

え
た
り
、
社
会
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を
高
め
た
り

し
な
が
ら
、「
自
分
が
暮
ら
す
地
域
や
自
治
に
つ
い

て
知
る
こ
と
は
、
社
会
へ
の
か
か
わ
り
の
一
歩
で
あ

る
」
と
い
う
意
義
を
正
し
く
認
識
さ
せ
、
自
分
た
ち

に
で
き
る
こ
と
や
、
地
域
に
対
す
る
社
会
貢
献
の
意

識
を
高
め
て
い
く
。

す
べ
て
に
お
い
て
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
、
子
ど

も
た
ち
の
生
活
に
具
体
的
に
役
立
つ
知
識
・
認
識
と

技
能
・
行
動
を
関
連
さ
せ
て
身
に
つ
け
さ
せ
る
た
め

の
実
学
的
教
育
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

市
民
科
で
何
が
変
わ
っ
て
き
た
か

ま
ず
は
、
教
師
の
授
業
に
臨
む
姿
勢
で
あ
る
。

従
来
の
活
動
重
視
で
、
子
ど
も
ま
か
せ
の
授
業
か

ら
、
時
に
は
教
師
自
身
が
自
ら
の
生
き
方
を
語
り
、

教
師
の
指
導
性
が
発
揮
さ
れ
た
授
業
へ
と
変
わ
り
つ
つ

あ
る
。

ま
た
、児
童
・
生
徒
は
、
基
本
的
な
生
活
習
慣
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
な
ど
、
市
民
科
で
学
ん

だ
こ
と
を
学
校
や
家
庭
・
地
域
で
の
実
践
に
生
か
す

と
と
も
に
、
世
の
中
の
事
象
に
対
し
て
、
自
分
の
意

見
を
新
聞
に
投
書
す
る
生
徒
も
出
て
き
て
い
る
。

さ
ら
に
、
保
護
者
や
地
域
の
方
々
が
市
民
科
学
習

へ
指
導
者
と
し
て
参
加
し
た
り
、
授
業
を
通
し
て
、

児
童
・
生
徒
の
現
状
を
話
し
合
っ
た
り
す
る
な
ど
、

市
民
科
は
家
庭
・
地
域
を
巻
き
込
ん
だ
学
習
と
し
て

広
が
り
を
み
せ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
の
方
向
性

子
ど
も
た
ち
に
学
ぶ
意
味
や
生
き
る
意
味
を
実
感

さ
せ
、
市
民
性
の
基
礎
を
養
う
た
め
に
は
、
教
師
自

身
も
自
ら
の
生
き
方
を
問
い
直
し
、
大
人
と
し
て
、

人
生
の
先
輩
と
し
て
子
ど
も
た
ち
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

送
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
こ
う
あ
る
べ
き
だ
」

と
い
っ
た
き
れ
い
ご
と
で
は
な
く
、
子
ど
も
の
内
面

に
届
く
指
導
で
人
間
形
成
を
図
る
学
習
を
、
こ
の

「
市
民
科
」
を
通
し
て
実
現
さ
せ
て
い
き
た
い
。

教科書の内容例
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琉
球
大
学
教
育
学
部
助
教
授

島
袋
純

市
民
性
教
育
と
明
推
協
活
動

民
主
政
治
の
主
体
＝
「
市
民
」

「
市
民
性
教
育
」
と
は
耳
慣
れ
な
い
言
葉
で
あ
る
。

皮
肉
め
い
て
い
る
が
、「
市
民
性
」
と
い
う
言
葉
自

体
が
ま
だ
市
民
権
を
得
て
い
な
い
。
こ
れ
は
シ
テ
ィ

ズ
ン
シ
ッ
プ
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン（C

itizen
sh
ip

E
ducation

）
の
訳
語
で
あ
る
。「
市
民
」
に
相
当
す

る
「
シ
テ
ィ
ズ
ン
」
は
、
当
然
な
が
ら
「
都
市
住
民
」

と
い
う
意
味
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
あ
る

統
治
体
制
の
構
成
メ
ン
バ
ー
で
そ
れ
を
支
え
る
政
治

的
な
主
体
者
で
あ
る
人
々
の
力
と
権
利
、
つ
ま
り
、

「
市
民
権
」
を
有
す
る
も
の
と
い
う
意
味
が
あ
る
。

古
代
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
の
都
市
国
家
に
起
源
を

も
つ
「
市
民
」
は
、
中
世
自
由
都
市
の
中
に
継
承
さ

れ
、
近
代
市
民
革
命
後
は
、
近
代
的
な
統
治
体
制
の

基
本
的
な
構
成
要
素
と
な
る
。
近
代
以
降
の
「
市
民
」

は
、
生
ま
れ
な
が
ら
の
資
質
、
変
更
不
能
な
身
分
で

な
く
、
本
来
的
に
人
間
誰
に
で
も
備
え
う
る
べ
き
資

質
お
よ
び
権
利
で
あ
り
、
誰
も
が
自
由
に
習
得
で
き

る
資
質
や
能
力
で
あ
り
、
根
本
的
な
権
利
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
近
代
国
家
を
支
え
る

政
治
的
な
主
体
と
し
て
の
特
性
、
す
な
わ
ち
資
質
・

能
力
、
権
利
と
し
て
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
は
再
構

成
さ
れ
た
。

民
主
主
義
の
進
展
と
と
も
に
「
市
民
」
は
、
社
会

の
一
握
り
の
富
裕
層
に
限
定
さ
れ
て
い
た
時
代
か
ら

徐
々
に
拡
大
し
、
現
代
の
民
主
主
義
諸
国
で
は
年
齢

等
に
よ
る
わ
ず
か
な
制
限
以
外
な
い
。
し
か
し
、
こ

の
よ
う
な
資
質
と
権
利
を
有
す
る
主
体
に
よ
っ
て
統

治
体
制
が
成
り
立
つ
と
い
う
基
本
原
理
は
現
代
に
継

承
さ
れ
て
い
る
。

市
民
的
資
質
の
育
成
と
明
推
協

「
市
民
」
と
し
て
最
も
重
要
な
権
利
は
、
投
票
の
権

利
で
あ
る
。
権
利
と
し
て
認
め
ら
れ
た
と
し
て
も
、

実
際
に
そ
れ
を
行
使
す
る
資
質
が
な
い
、
能
力
が
育

成
さ
れ
て
い
な
い
、
つ
ま
り
「
市
民
性
」
が
育
成
さ

れ
て
い
な
い
な
ら
ば
、
権
利
も
有
効
に
活
か
さ
れ
な

い
。
多
数
の
人
々
の
投
票
権
が
有
効
に
活
か
さ
れ
な

い
の
な
ら
ば
、
民
主
政
治
そ
の
も
の
が
崩
壊
す
る
。

そ
の
た
め
、
第
一
に
ま
ず
は
民
主
主
義
制
度
の
基

盤
で
あ
る
投
票
権
の
認
知
、
理
解
と
有
効
な
行
使
を

呼
び
か
け
る
と
い
う
運
動
が
意
義
を
持
っ
て
く
る
。

す
な
わ
ち
「
選
挙
」
に
関
す
る
啓
発
活
動
で
あ
る
が
、

明
る
い
選
挙
推
進
運
動
は
、
日
本
の
民
主
政
治
の
基

盤
を
支
え
る
と
い
う
重
要
な
使
命
を
果
た
し
て
き
た

と
言
え
る
。

第
二
に
政
治
の
主
体
と
な
り
う
る
資
質
の
育
成
、

す
な
わ
ち
「
市
民
性
」
の
育
成
に
か
か
わ
る
多
様
な

活
動
も
ま
た
今
日
ま
で
明
推
協
の
重
要
な
活
動
で
あ

る
。『
私
た
ち
の
広
場
』
で
は
、
近
年
頻
繁
に
そ
の

特
集
が
組
ま
れ
、
米
国
や
欧
州
に
お
け
る
市
民
性
教

育
の
詳
細
な
事
例
が
報
告
さ
れ
、
ま
た
国
内
に
お
け

る
先
進
的
な
事
例（
明
推
協
や
関
連
組
織
に
よ
る
小

中
学
校
模
擬
選
挙
や
出
前
講
座
、
公
民
館
の
政
治
学

級
等
）
を
、
明
推
協
活
動
の
モ
デ
ル
的
な
ケ
ー
ス
と

し
て
紹
介
し
て
い
る
。
今
回
の
こ
の
特
集
も
、
そ
の

重
要
な
一
貫
で
あ
ろ
う
。

日
本
の
市
民
性
教
育
の
問
題
点
と

明
推
協
の
提
案

し
か
し
な
が
ら
、
残
念
な
こ
と
に
、
日
本
の
市
民

性
教
育
は
、
欧
州
や
米
国
の
事
例
と
の
比
較
で
容
易

●プロフィール

しまぶくろじゅん

1961年生まれ。沖縄県明るい
選挙推進協議会会長、 琉球大
学教育学部助教授、博士（政
治学）。早稲田大学大学院博
士課程修了。 行政学・地方自
治論を専攻。道州制の国際比
較を主な研究テーマとし、 エ
ジンバラ大学客員研究員、北
海道大学客員研究員を歴任。
主な著書として『リージョナ
リズムの国際比較』、『市民性
教育副読本： 小さな市民の大
きな力－私たちのまちづく
り』など。
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に
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
民
主
的
な
社
会
の
そ
れ
と

し
て
充
分
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
。
明
推
協
の
活
動

の
一
環
と
し
て
も
、
第
一
の
選
挙
に
関
す
る
啓
発
活

動
が
全
国
レ
ベ
ル
で
一
定
以
上
の
水
準
を
保
っ
て
展

開
し
て
い
る
の
と
比
べ
、
第
二
の
「
市
民
性
」
の
育

成
に
関
し
て
は
、
地
域
格
差
や
自
治
体
間
格
差
が
歴

然
と
あ
る
。
恥
ず
か
し
な
が
ら
我
が
沖
縄
県
で
は
、

自
治
体
公
民
館
等
の
市
民
講
座
と
し
て
、
政
治
的
主

体
と
し
て
の
資
質
・
能
力
の
育
成
を
主
目
的
と
す
る

公
的
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
ほ
と
ん
ど
皆
無
で
あ
り
、

ま
た
学
校
教
育
に
お
い
て
も
わ
ず
か
な
事
例
し
か
な

い
。
国
内
の
大
半
の
地
域
は
こ
の
よ
う
な
状
況
な
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

特
に
よ
り
深
刻
な
の
は
、
学
校
教
育
に
お
け
る
取

り
組
み
で
あ
る
。
明
推
協
が
学
校
現
場
に
関
わ
っ
て

い
く
こ
と
を
推
進
す
る
国
の
制
度
的
な
支
援
体
制

は
、
情
報
提
供
以
外
な
い
に
等
し
い
。
各
地
域
・
自

治
体
の
明
推
協
個
々
の
独
自
の
努
力
に
委
ね
ら
れ
て

い
る
状
況
で
あ
る
。
が
、
公
民
館
等
の
市
民
講
座
に

お
い
て
実
績
の
あ
る
地
域
で
も
学
校
教
育
へ
の
関
与

と
な
る
と
ま
ま
な
ら
な
い
。
小
中
学
校
の
社
会
科
に

お
い
て
は
、
政
治
的
な
仕
組
み
や
市
民
と
し
て
の
権

利
を
知
識
と
し
て
教
え
伝
え
る
知
識
伝
達
型
の
授
業

が
中
心
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
知
識
を
習
得
し
た
だ

け
で
は
「
市
民
性
」
の
習
得
に
は
至
ら
な
い
。

例
え
ば
、
公
的
な
問
題
に
対
し
て
の
課
題
発
見
力
、

そ
の
課
題
の
重
要
性
を
説
得
的
に
表
現
し
て
い
く
説

明
能
力
、
他
の
参
加
者
の
説
明
や
表
現
に
対
し
て
し

っ
か
り
と
向
か
い
合
い
理
解
す
る
力
、
話
し
合
い
を

冷
静
に
公
正
に
そ
し
て
活
発
に
促
進
し
て
い
く
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン（
議
論
促
進
）
力
、
話
し
合
い
の

中
で
対
立
す
る
意
見
や
利
害
関
心
を
調
整
し
合
意
を

形
成
し
て
い
く
力
な
ど
、「
市
民
」
と
し
て
の
多
様

な
能
力
が
必
要
で
あ
る
。
学
校
教
育
の
中
で
は
「
参

加
型
学
習
」、「
体
験
型
学
習
」
と
言
わ
れ
る
実
践
的

な
方
法
が
有
用
で
あ
る
。
明
推
協
の
推
進
す
る
と
こ

ろ
の
「
話
し
合
い
学
習
」
と
は
、
明
ら
か
に
こ
の
よ

う
な
力
の
育
成
を
目
的
と
す
る
も
の
に
他
な
ら
な

い
。『

私
た
ち
の
広
場
』
〇
四
年
九
月
号
か
ら
連
続
六

回
連
載
さ
れ
た
『「
話
し
合
い
学
習
」
活
動
』
の
紹

介
は
、
学
校
教
育
に
お
い
て
も
当
然
な
が
ら
取
り
入

れ
ら
れ
る
べ
き
内
容
を
備
え
る
「
話
し
合
い
学
習
」

の
意
義
と
方
法
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
い
解
説
で
あ

っ
た
。
そ
れ
は
、
ま
さ
し
く
「
市
民
性
」
習
得
の
学

習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
あ
り
方
を
提
案
し
て
い
る
。

明
推
協
活
動
の
課
題
と
展
望

市
民
性
教
育
が
普
及
し
な
い
根
本
的
理
由
は
、
そ

の
必
要
性
が
広
く
共
有
さ
れ
た
公
的
課
題
と
し
て
認

め
ら
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ

が
共
有
さ
れ
る
に
は
、
英
国
に
お
け
る
市
民
性
教
育

の
導
入
の
事
例
の
よ
う
に
、
学
校
教
育
と
社
会
教
育

を
含
む
生
涯
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
市
民
性
教

育
の
体
系
的
か
つ
具
体
的
プ
ロ
グ
ラ
ム（
内
容
・
目

的
・
方
法
等
）
を
明
示
し
て
提
案
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
ろ
う
。
そ
の
問
題
意
識
を
持
っ
て
作
り
上
げ
た

沖
縄
県
明
推
協
の
発
行
に
よ
る
市
民
性
教
育
副
読
本

『
ち
い
さ
な
市
民
の
大
き
な
力
・
私
た
ち
の
ま
ち
づ

く
り
』
は
、
中
学
生
対
象
と
銘
打
っ
て
い
る
も
の
の
、

生
涯
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
小
学
生
に
も
成
人
に

も
利
用
可
能
な
生
涯
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
目
指
し
た

も
の
と
な
っ
て
い
る（
副
読
本
は
沖
縄
県
Ｈ
Ｐ：

h
ttp
://w

w
w
.p
ref.ok

in
aw
a.jp
/

「
選
挙
管
理
委

員
会
」
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
）。
中
学
生
や
成

人
に
対
す
る
多
く
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
話
し
合
い

学
習
の
経
験（
失
敗
や
反
省
）
を
経
て
作
り
上
げ
た

も
の
で
あ
り
、
今
後
の
議
論
の
た
た
き
台
と
理
解
の

共
有
の
礎
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
明
る
い
選
挙
推
進
協
会
で
は
、
市
民
性

教
育
に
関
連
す
る
特
集
を
何
度
も
組
み
、
す
で
に
一

定
の
蓄
積
が
あ
る
。
各
地
域
の
明
推
協
に
お
い
て
は
、

公
民
館
講
座
等
を
中
心
に
ま
さ
し
く
地
域
に
密
着
し

た
多
様
な
実
践
が
あ
り
多
様
な
経
験
に
基
づ
く
知
識

が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
明
推
協
活
動
を

さ
ら
に
収
集
分
析
し
総
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
市

民
性
教
育
の
具
体
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
が
充
分

で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

普
及
に
つ
い
て
言
え
ば
、
確
か
に
国
の
中
央
か
ら

地
方
に
至
る
縦
割
り
行
政
の
強
固
な
壁
が
あ
る
。
文

部
科
学
省
の
系
列
に
な
い
組
織
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

こ
れ
ま
で
文
部
科
学
省
の
領
域
の
一
つ
の
考
え
ら
れ

て
来
た
と
こ
ろ
に
関
与
し
て
い
く
の
は
、
か
な
り
難

し
い
。

こ
の
克
服
は
大
き
な
課
題
で
あ
る
が
、
市
民
性
教

育
に
つ
い
て
の
「
必
要
性
」
は
障
壁
を
越
え
広
く
共

有
可
能
と
考
え
た
い
。「
必
要
は
発
明
の
母
」
で
あ

り
、
そ
こ
か
ら
、
市
民
性
教
育
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発

と
普
及
へ
の
道
筋
が
見
え
て
く
る
と
い
う
希
望
を
持

っ
て
い
る
。
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一
九
二
四
年
、
連
邦
総
選
挙
で
の
投
票
率
の
著
し

い
低
下
な
ど
の
理
由
か
ら
、
す
べ
て
の
選
挙
と
国
民

投
票
に
義
務
投
票
制
を
導
入
す
る
法
案
が
国
民
党
に

よ
り
提
案
さ
れ
る
。
当
時
、
野
党
で
あ
っ
た
労
働
党

は
、
従
来
か
ら
義
務
投
票
制
の
採
用
を
党
政
策
と
し

て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
賛
成
に
回
っ
た
。
結
局
、
連

邦
議
会
下
院
に
お
い
て
、
わ
ず
か
一
時
間
足
ら
ず
の

実
質
審
議
に
よ
っ
て
法
案
は
採
択
さ
れ
、
世
界
で
初

め
て
義
務
投
票
制
に
よ
る
選
挙
が
実
現
す
る
こ
と
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
制
度
は
、
そ
の
後
、
連
邦
だ
け
で
な
く
、
州
や

準
州
、
特
別
地
域
な
ど
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
全
土
の
地
方

自
治
レ
ベ
ル
で
も
、一
貫
し
て
実
施
さ
れ
続
け
て
い
る
。

正
当
な
理
由
が
な
く
投
票
を
怠
っ
た
場
合
は
二
〇

豪
ド
ル
か
ら
最
高
五
〇
豪
ド
ル
の
罰
金
が
課
せ
ら
れ

る（
選
挙
法
二
四
五
条
。
一
豪
ド
ル
は
約
九
三
円
）。

一
九
九
八
年
に
行
わ
れ
た
連
邦
選
挙
に
お
い
て
の
首

都
特
別
地
域
の
記
録
で
は
、
有
権
者
二
〇
万
五
二
四

九
人
の
中
で
棄
権
者
が
一
万
六
七
六
四
人
あ
り
、
う

ち
四
〇
一
九
人
は
正
当
な
理
由
を
提
出
し
て
い
る

が
、一
四
二
六
人
は
二
〇
豪
ド
ル
の
罰
金
を
納
入
し
た
。

こ
の
罰
金
制
度
の
た
め
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
連

邦
議
会
選
挙
で
の
投
票
率
は
極
め
て
高
い
。
こ
の
制

度
が
導
入
さ
れ
る
直
前
の
連
邦
選
挙（
一
九
二
二
年
）

で
は
、
上
院
五
七
・
九
五
％
、
下
院
五
九
・
三
八
％

で
あ
っ
た
投
票
率
が
、
導
入
直
後
の
一
九
二
五
年
の

選
挙
で
は
、
上
院
九
一
・
三
一
％
、
下
院
九
一
・
三
八
％

と
大
幅
に
上
昇
し
た
。
直
近
の
二
〇
〇
四
年
に
行
わ

れ
た
連
邦
選
挙
で
も
、
ほ
と
ん
ど
の
州
で
九
〇
％
を

超
え
、
全
国
平
均
で
九
二
％
以
上
の
投
票
結
果
を
残

し
て
い
る
。
地
方
選
挙
で
も
義
務
投
票
制
を
採
用
し

て
い
る
各
州
で
は
、
投
票
率
は
お
お
む
ね
七
〇
％
を

超
え
て
お
り
、
任
意
投
票
制
を
採
用
し
て
い
る
州

（
二
〇
〜
六
〇
％
）
と
際
立
っ
た
違
い
を
見
せ
て
い
る
。

「
投
票
に
行
か
な
い
と
罰
金
」、
わ
れ
わ
れ
日
本
人

の
感
覚
か
ら
す
る
と
「
考
え
ら
れ
な
い
！
」
と
い
っ

た
と
こ
ろ
だ
が
、
世
界
の
国
々
を
見
る
と
、

投
票
を
義
務
化
し
、
正
当
な
理
由
が
な
い

に
も
か
か
わ
ら
ず
投
票
に
行
か
な
か
っ
た

場
合
に
罰
金
等
を
課
し
て
い
る
国
は
、
以
外

に
多
い（
表
参
照
）。
そ
れ
ら
の
国
の
中
で
、
最

初
に
義
務
投
票
制
を
導
入
し
た
の
が
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
で
あ
る（
一
九
二
五
年
の
連
邦

選
挙
か
ら
実
施
）。
こ
の
制
度
導
入
の
沿
革
を

辿
る
と
、
一
九
一
一
年
に
導
入
さ
れ
た
選
挙
人
名
簿

へ
の
義
務
登
録
制
に
行
き
着
く
。
そ
の
四
年
後
、
選

挙
制
度
に
関
す
る
王
立
委
員
会
は
、「
義
務
登
録
制

の
論
理
的
帰
結
」
と
し
て
義
務
投
票
制
度
導
入
の
提

案
を
行
う（
五
名
の
委
員
は
、
賛
成
三
、
反
対
二
に

分
か
れ
、
僅
差
で
の
委
員
会
提
案
事
項
に
）
が
、
こ

の
背
景
に
は
時
の
政
権
党
で
あ
る
労
働
党
の
強
い
意

向（
州
議
会
な
ど
の
選
挙
結
果
か
ら
義
務
投
票
制
は

労
働
党
に
有
利
と
判
断
）
が
働
い
て
い
た
。
労
働
党

は
同
年
末
、
国
民
投
票
に
義
務
投
票
制
を
導
入
す
る

法
案
を
議
会
に
提
出
す
る
。
し
か
し
、
自
由
党
の
強

硬
な
反
対
に
あ
い
、
ま
た
労
働
党
内
に
も
時
期
尚
早

と
の
考
え
が
根
強
か
っ
た
た
め
、
義
務
投
票
制
の
適

用
範
囲
を
、「
投
票
所
か
ら
五
マ
イ
ル
以
内
に
居
住

す
る
有
権
者
に
限
定
」
す
る
旨
の
修
正
を
行
い
、
よ

う
や
く
成
立
す
る
。

メ
ル
ボ
ル
ン

主な義務投票制採用国�
国　　名 � 直近の投票率� 根拠法および投票義務違反に対する制裁�

70.94％（2005.10）�
�
 �
92.41%（2004.10）���
90.52％（2001.5）�
�
�
75.64％（2004.3）�
�
�
�
�

94.61％（2001.11）�

�

�

63.20％（2001.4）�

�

�

91.63％（2003.5）�

�

�
86.47％（2005.3）�

約20アメリカドルの罰金および3年間の公職・公務就任の禁止（老
齢・疾病・投票所から非常に遠距離の場合を除く）�
�
50オーストラリアドルの罰金（選挙法245条5項・15項）�
�
200ポンドの罰金または自由刑（併科が可能）�
�
憲法51条で投票が義務であることを定め、法律で罰則を１カ月か
ら１年の自由刑（70歳以下の者）と定めている。パスポートや運転
免許証の更新が困難になる。�
�
氏名を選挙人名簿から抹消（投票しなかったことに対する容認で
きる理由がある場合、または5シンガポールドルの罰金を支払った
場合は、名簿ヘの再登録が認められる）�
�
憲法31条で、70歳以下の国民について投票は義務である旨規定。
20ルソの罰金が課せられるほか、投票の際に受け取った投票証
明を提示しないと公的サービスが受けられない。�
�
注意処分または5ベルギーフラン以上10ベルギーフラン以下の
罰金。棄権が重なった場合、その程度に応じ、罰金の加重および選
挙人名簿からの抹消等の処分が課される（選挙法典210条）。公
的機関ヘの就職が困難になる。�
�
20スイスフランまでの罰金�

ア ル ゼンチン �
�

オーストラリア�

�キ プ ロ ス �������������
ギ リ シ ャ�
�
�
�
�

シンガポ ー ル �

�

�

ペ ル ー �

�

�

ベ ル ギ ー �

�

リヒテンシュタイン�

選
挙
で
投
票
し
な
い
と
罰
金

選
挙
で
投
票
し
な
い
と
罰
金

―
―
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
投
票
義
務
制
度
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で
き
る
だ
け
リ
ア
ル
に

ド
イ
ツ
版
子
ど
も
模
擬
投
票
の
「
ジ
ュ
ニ
ア
選
挙
」

に
つ
い
て
、
そ
の
特
徴
を
一
言
で
言
う
な
ら
、「
で
き

る
だ
け
リ
ア
ル
に
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

こ
れ
は
、
生
徒
が
投
票
す
る
際
に
、
会
場
を
リ
ア

ル
に
設
営
す
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
確
か
に
、
投
票
通
知
書
の
作
成
か
ら
当
日
の
投

票
所
の
管
理
に
い
た
る
ま
で
、
す
べ
て
、
生
徒
は
用

意
さ
れ
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
従
っ
て
厳
密
に
運
営
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
意
味
で
は
、
投
票
で
も
一

定
の
リ
ア
リ
テ
ィ
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
た
と
え

ば
当
日
、
顔
写
真
入
り
の
身
分
証
明
書
を
忘
れ
た
生

徒
は
、
投
票
所
を
管
理
す
る
同
級
生
の
顔
見
知
り
で

あ
っ
て
も
、
投
票
を
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た

厳
格
さ
が
、
生
徒
の
や
る
気
を
生
む
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

た
だ
、
投
票
自
体
は
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
た
電
子

投
票
で
、
投
票
用
紙
に
手
で
×
印
を
書
き
込
む
本
物

の
選
挙
と
は
大
き
く
異
な
り
ま
す
。
ま
た
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
送
ら
れ
た
デ
ー
タ
は
ジ
ュ
ニ
ア
選
挙
事
務
局

で
集
計
さ
れ
―
本
物
の
選
挙
が
締
め
切
ら
れ
る
午

後
六
時
を
待
っ
て
―
、
開
票
結
果
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
公
表
さ
れ
ま
す
。

で
は
、
ほ
か
に
一
体
な
に
を
リ
ア
ル
に
行
う
か
と

言
い
ま
す
と
、
そ
れ
は
選
挙
に
つ
い
て
の
学
習
で
す
。

下
の
写
真
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
こ
れ
は
投
票
に
先

立
っ
て
行
わ
れ
た
授
業
の
風
景
で
す
。

黒
板
に
四
枚
の
ポ
ス
タ
ー
が
貼
ら
れ
て
い
ま
す
。

左
か
ら
、
自
由
民
主
党
、
キ
リ
ス
ト
教
民
主
同
盟
、

緑
の
党
、
社
会
民
主
党
の
ポ
ス
タ
ー
で
す
。

そ
の
ジ
ー
パ
ン
を
は
い
た
先
生
は
、
本
物
の
ポ
ス

タ
ー
を
手
が
か
り
に
し
て
、
こ
の
選
挙
で
各
党
が
訴

え
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
戦
術
に
つ
い
て
生
徒

に
考
え
さ
せ
て
い
ま
す
。
ジ
ュ
ニ
ア
選
挙
は
、
単
に

選
挙
の
大
切
さ
を

抽
象
的
に
訴
え
る

の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
う
で
は
な

く
て
、
い
ま
実
際

に
行
わ
れ
て
い
る

選
挙
戦
を
よ
り
良

く
理
解
し
た
上
で
、

合
理
的
な
投
票
を

す
る
こ
と
を
生
徒

に
求
め
ま
す
。
つ

ま
り
、
リ
ア
ル
な
選
挙
を
学
ぶ
こ
と
、
こ
れ
が
大
切

だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

選
挙
教
育
よ
り
も
政
治
教
育

現
実
の
選
挙
に
つ
い
て
学
ぶ
と
言
い
ま
し
て
も
、

ジ
ュ
ニ
ア
選
挙
は
選
挙
へ
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
だ

け
を
目
的
に
し
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し

ろ
反
対
で
、
そ
れ
は
目
の
前
の
選
挙
を
手
が
か
り
に

し
て
、
生
徒
た
ち
に
、
自
分
が
生
き
て
い
る
社
会
に

お
け
る
政
治
の
あ
り
方
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
て
も

ら
う
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

選
挙
へ
の
関
心
を
高
め
る
と
い
う
意
味
で
は
、
ド

イ
ツ
で
は
、
各
地
の
放
送
局
な
ど
も
子
ど
も
を
対
象

に
し
た
模
擬
選
挙
を
実
施
し
ま
す
。
た
と
え
ば
音
楽

番
組
な
ど
の
中
で
、
司
会
者
が
「
今
度
の
日
曜
日
は

投
票
日
だ
ね
。
み
ん
な
の
中
に
は
、
ま
だ
投
票
権
が

な
い
人
も
多
い
と
思
う
け
ど
、
そ
う
い
う
君
た
ち
の

声
を
議
会
に
届
け
よ
う
」
な
ど
と
言
っ
て
、
放
送
局

「
ジ
ュ
ニ
ア
選
挙
」の

目
指
す
も
の

近藤 孝弘（こんどうたかひろ）
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の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
で
の
「
投
票
」

を
促
す
の
で
す
。

そ
れ
に
対
し

て
ジ
ュ
ニ
ア
選

挙
の
最
大
の
特

徴
は
、
そ
れ
が

学
校
で
行
わ
れ
、

投
票
の
前
に
周
到
な
授
業
が
行
わ
れ
る
点
に
あ
り
ま

す
。
二
〇
〇
五
年
九
月
の
連
邦
議
会
選
挙
の
よ
う
な

突
然
の
解
散
に
伴
う
選
挙
の
場
合
は
別
で
す
が
、
む

し
ろ
模
擬
投
票
は
一
種
の
動
機
づ
け
に
す
ぎ
な
い
の

で
あ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
に
到
る
授
業
こ
そ
が
ジ
ュ
ニ

ア
選
挙
と
い
う
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
核
な
の
で
す
。

な
お
、
そ
の
昨
年
の
選
挙
で
も
（
準
備
時
間
の
不
足

の
た
め
二
〇
〇
二
年
の
六
万
人
か
ら
は
や
や
減
っ
た

も
の
の
）
全
国
で
五
万
人
あ
ま
り
の
生
徒
が
参
加
し

た
こ
と
は
、
そ
れ
が
教
育
界
に
す
で
に
定
着
し
て
い

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
て
良
い
で
し
ょ
う
。

さ
て
、
ジ
ュ
ニ
ア
選
挙
に
参
加
す
る
た
め
に
は
、

学
校
あ
る
い
は
教
室
単
位
で
教
員
が
ク
ム
ル
ス
の
事

務
局
に
申
し
込
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
生
徒
の

個
人
参
加
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

登
録
が
完
了
す
る
と
、
投
票
に
必
要
な
器
材
や
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
ほ
か
、
教
材
が
事
務
局
か
ら
送
ら
れ
て

き
ま
す
。
こ
の
教
材
を
使
っ
て
、
多
く
の
場
合
、
投

票
の
前
の
一
〜
二
カ
月
に
わ
た
っ
て
授
業
が
行
わ
れ

ま
す
。
た
と
え
ば
二
〇
〇
二
年
の
連
邦
議
会
選
挙
の

際
に
使
わ
れ
た
教
材
の
一
つ
で
は
、
次
の
よ
う
な
授

業
モ
デ
ル
が
提
案
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

１
　
選
挙
・
単
な
る
必
要
な
儀
式
、
そ
れ
と
も
民

主
主
義
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
？

２
　
連
邦
議
会
選
挙
の
制
度
・
単
純
で
効
率
的
に

し
て
公
正
か
？

３
　
選
挙
・
も
う
関
心
の
あ
る
人
は
い
ま
す
か
？

４
　
誰
が
首
相
に
な
る
か
は
テ
レ
ビ
が
決
め
る
？

５
　
「
失
業
問
題
」
で
票
を
釣
る
？

６
　
二
〇
〇
二
年
連
邦
議
会
選
挙
・
予
想
が
つ
か

な
い
選
挙
？

７
　
男
性
の
世
界
？
　
政
党
の
中
で
女
性
が
持
つ

影
響
力

８
　
誰
が
候
補
に
な
る
の
か
？
　
資
質
は
大
切

か
？

９
　
選
挙
戦
・
情
報
、
そ
れ
と
も
操
作
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選
挙
の
後
は
選
挙
の
前

や
や
内
容
に
重
複
が
見
ら
れ
る
の
は
、
低
学
年
で

も
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
も
の
か
ら
、
大
学
進
学

コ
ー
ス
用
ま
で
様
々
な
難
度
の
モ
デ
ル
が
揃
え
ら
れ

て
い
る
た
め
で
す
。
事
後
の
調
査
に
よ
り
ま
す
と
、

各
学
校
で
は
、
こ
れ
ら
の
中
か
ら
大
体
一
つ
な
い
し

二
つ
の
モ
デ
ル
を

選
ん
で
授
業
が
実

施
さ
れ
た
よ
う
で

す
。
つ
ま
り
、
ジ

ュ
ニ
ア
選
挙
は
、

一
度
で
選
挙
や
政

治
に
関
す
る
す
べ

て
の
論
点
を
扱
お

う
と
す
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
は
、
あ
く
ま
で
も
学
校
に
お
け
る
政
治
教
育
の

一
部
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
想
定
し
て
作
ら
れ
て
い

る
の
で
す
。

教
材
は
選
挙
の
た
び
に
作
成
さ
れ
る

さ
て
、
ジ
ュ
ニ
ア
選
挙
の
教
材
は
選
挙
の
た
び
に

作
り
直
さ
れ
ま
す
。
こ
こ
に
も
、
政
治
教
育
の
一
部

と
し
て
選
挙
を
リ
ア
ル
に
学
ぶ
と
い
う
基
本
方
針
が

表
れ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
二
〇
〇
四
年
に
私
が
ブ

ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
州
の
ポ
ツ
ダ
ム
に
滞
在
し
て
い
た

と
き
に
行
わ
れ
た
州
議
会
選
挙
で
は
、
ポ
ツ
ダ
ム
大

学
の
政
治
教
育
学
講
座
の
ス
タ
ッ
フ
が
ゼ
ミ
の
学
生

と
一
緒
に
、
そ
の
教
材
を
作
成
し
ま
し
た
。

選
挙
の
重
要
性
を
教
え
る
だ
け
な
ら
、
同
じ
教
材

を
何
度
で
も
使
用
で
き
ま
す
が
、
ジ
ュ
ニ
ア
選
挙
が

目
指
す
の
は
、
選
挙
を
手
が
か
り
に
し
て
現
実
の
政

治
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
で
す
。
政
治
の
争
点
は
い
つ

も
移
り
変
わ
り
、
同
じ
選
挙
は
二
つ
と
あ
り
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
こ
そ
教
材
は
そ
の
つ
ど
作
成
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
ま
た
選
挙
戦
の
展
開
に
応
じ
て
、
場
合
に

よ
っ
て
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
追
加
教
材
を
提

供
す
る
必
要
も
出
て
き
ま
す
。
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク

州
議
会
選
挙
の
と
き
が
正
に
そ
う
で
し
た
。
半
年
以

上
前
か
ら
作
成
さ
れ
て
き
た
教
材
が
学
校
に
配
布
さ

れ
た
あ
と
も
、
ス
タ
ッ
フ
は
大
学
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

上
に
次
々
と
最
新
の
資
料
・
教
材
を
公
開
し
て
い
き

ま
し
た
。
こ
う
し
た
仕
組
み
は
、
ド
イ
ツ
の
政
治
教

育
機
関
が
全
国
各
地
に
行
き
渡
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ

で
き
る
と
も
言
え
る
で
し
ょ
う
。

ジュニア選挙は電子投票で行われる

投票所での受付
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説
明
の
ス
キ
ル

①
尺
度
は
相
手
に

自
分
に
だ
け
わ
か
る
説
明
で
は
、
ひ

と
り
よ
が
り
な
、
自
己
満
足
で
し
か
な

い
。
物
事
に
精
通
し
た
人
の
説
明
が

往
々
に
し
て
わ
か
り
に
く
い
の
は
、
相

手
の
視
点
に
立
つ
こ
と
を
忘
れ
て
、
自

分
を
尺
度
に
説
明
し
て
し
ま
う
の
も
一

因
で
あ
る
。
相
手
が
何
を
、
ど
こ
ま
で

知
っ
て
い
る
か
を
確
か
め
て
、
既
知
か

ら
未
知
へ
と
話
を
築
く
の
が
、
説
明
の

第
一
歩
と
な
る
。

②
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
を
示
す

こ
れ
か
ら
話
す
内
容
に
つ
い
て
、
最

初
に
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
を
提
示
す
る
こ

と
。
な
ん
と
な
く
話
し
出
す
と
、
聞
き

手
は
、「
一
体
、
な
ん
の
話
か
？
」
と

疑
問
を
抱
き
な
が
ら
、
次
第
に
苛
立
っ

て
く
る
。
全
体
の
見
通
し
が
立
た
な
い

話
は
、
聞
く
者
を
苛
立
た
せ
る
。

「
今
日
ご
説
明
す
る
の
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
三
条
件
に
つ
い
て
で

す
。
第
一
に
双
方
向
性
、
第
二
に
水
平

性
、
第
三
は
対
面
性
、
こ
の
三
つ
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
説
明
し
ま
す
。」

書
い
て
し
ま
え
ば
簡
単
な
よ
う
だ

が
、
実
際
の
説
明
と
な
る
と
、
意
外
に

説得の前提としての
説明する力

第4回�

福田 健（ふくだ たけし）

な
ぜ
、
説
明
が
重
要
か

い
ま
の
時
代
、
説
明
を
必
要
と
す
る

事
項
は
ま
す
ま
す
増
え
て
い
る
。

「
日
本
人
は
説
明
す
る
こ
と
を
嫌
う
」

「
面
倒
く
さ
が
る
」「
苦
手
と
す
る
」
傾

向
が
全
般
的
に
あ
る
よ
う
だ
。
日
本
人

に
特
有
な
「
以
心
伝
心
」
の
気
持
が
あ

っ
て
、「
い
ち
い
ち
言
わ
な
く
て
も
わ

か
る
」
だ
っ
た
り
が
、
こ
れ
ま
で
の
実

情
だ
っ
た
。

一
方
、
技
術
の
急
速
な
進
歩
に
よ
っ

て
、
内
容
が
高
度
化
・
専
門
化
し
て
、

難
解
な
事
柄
が
増
加
し
て
一
般
の
人
々

を
悩
ま
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

横
文
字
が
氾
濫
し
て
、
一
層
わ
か
り

に
く
く
さ
せ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
こ

う
し
た
日
本
の
現
状
を
、
あ
る
人
は
、

製
品
の
品
質
は
一
流
だ
が
、
説
明
の
品

質
は
三
流
だ
と
、
嘆
い
て
い
た
。
と
は

い
え
、
こ
の
ま
ま
で
よ
い
わ
け
は
な
い
。

説
明
の
品
質
の
改
善
に
努
め
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
説
明
を
嫌
う
あ
ま
り
、
後

手
に
回
っ
て
、
企
業
や
行
政
の
対
応
が

不
評
を
買
っ
て
い
る
昨
今
で
も
あ
る
。

説
明
責
任
が
問
わ
れ
、
危
機
管
理
の
問

題
と
し
て
も
、
説
明
力
の
向
上
が
叫
ば

れ
て
い
る
。

出
来
て
い
な
い
人
が
い
る
。
内
容
を
項

目
で
整
理
し
て
、「
内
容
を
五
項
目
に

分
け
て
説
明
し
ま
す
」
と
、
項
目
を
予

告
す
る
や
り
方
を
示
す
。
五
項
目
と
最

初
に
言
わ
れ
る
と
、
受
け
入
れ
態
勢
が

で
き
る
の
で
、
聞
く
側
に
、
理
解
の
た

め
の
心
の
準
備
が
整
う
の
で
あ
る
。

③
内
容
を
整
理
す
る

説
明
と
会
話
の
違
い
は
、
目
的
の
違

い
か
ら
く
る
。
会
話
は
楽
し
ん
で
交
わ

り
を
深
め
る
の
が
大
方
の
狙
い
だ
か

ら
、
話
が
飛
躍
し
た
り
、
脇
道
へ
そ
れ

た
り
し
て
も
お
も
し
ろ
い
。
説
明
は
、

わ
か
ら
せ
る
の
が
目
的
で
、
当
然
の
こ

と
な
が
ら
、
話
が
飛
ん
だ
り
、
跳
ね
た
り

し
た
り
で
は
、
聞
き
手
に
迷
惑
と
な
る
。

筋
道
の
立
っ
た
、
ま
と
ま
り
の
あ
る

話
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
お
も
し
ろ

お
か
し
く
て
も
、
本
筋
に
沿
っ
て
い
な

い
と
、
目
的
か
ら
外
れ
て
し
ま
う
。

一
言
で
何
が
言
い
た
い
か
、
ポ
イ
ン

ト
は
ど
こ
か
、
ど
ん
な
順
序
に
な
っ
て

い
る
か
な
ど
、
話
す
前
に
、
よ
く
整
理

し
て
ま
と
め
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
内
容
に
つ
い
て
、
よ
く
整
理
し
な

い
ま
ま
喋
り
出
す
と
、
話
し
て
い
る
内

に
、「
自
分
で
も
よ
く
わ
か
ら
な
く
な

る
」
と
い
う
状
態
に
陥
る
。「
自
分
で

も
わ
か
ら
な
い
」
こ
と
を
、
人
に
わ
か

〈プロフィール〉
（株）話し方研究所会長。コミュ
ニケーションを軸とした講演、
講座に多く出講し、著書多数。



「
天
災
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く
る
」

の
名
言
を
残
し
た
寺
田
寅
彦
氏
は
、

「
ど
ん
な
む
つ
か
し
い
理
論
で
も
素
人

に
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど
む

つ
か
し
い
も
の
が
あ
る
と
は
信
じ
ら
れ

な
い
」
と
言
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
、
説
明
上
手
に
な
る
一
〇
則

を
ま
と
め
て
お
こ
う
。

a

相
手
の
理
解
度
に
応
じ
て
、
わ
か

ら
せ
方
を
工
夫
す
る
。

b

相
手
の
反
応
を
確
か
め
な
が
ら
話
す
。

c

何
が
言
い
た
い
の
か
を
先
に
話
し

て
、
そ
の
理
由
、
根
拠
を
説
明
す
る
。

d

や
り
方
・
方
法
を
わ
か
ら
せ
る
に

は
、
ま
ず
や
っ
て
み
せ
、
次
に
そ
の

理
由
を
話
す
。

e

全
体
と
関
連
づ
け
て
部
分
を
説
明

す
る
。

f

例
え
話
、比
喩
を
遣
っ
て
説
明
す
る
。

g

特
徴
を
わ
か
ら
せ
る
の
に
は
、
対

比
し
て
説
明
す
る
と
よ
い
。

h

一
度
に
あ
れ
も
こ
れ
も
話
さ
な
い
。

i

キ
ー
ワ
ー
ド
を
落
と
さ
な
い
。

j

相
手
に
通
じ
る
言
葉
を
使
う
。

上
手
な
説
明
は
、
説
得
の
働
き
も
す

る
。
逆
に
言
え
ば
、
説
明
が
不
十
分
で

は
、
説
得
し
て
も
相
手
は
応
じ
な
い
。

説
明
は
、
次
に
予
定
す
る
「
説
得
」
の

前
提
に
な
る
の
で
あ
る
。
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り
や
す
く
説
明
す
る
の
は
、
無
理
な
話

で
あ
る
。

整
理
と
は
、
同
じ
も
の
、
似
た
も
の

を
ま
と
め
て
か
た
ま
り
を
つ
く
り
、
い
く

つ
か
の
か
た
ま
り
が
で
き
た
ら
、
そ
れ

ら
を
順
番
に
並
べ
れ
ば
よ
い
。
情
報
や

知
識
を
バ
ラ
バ
ラ
の
ま
ま
に
し
て
お
く

の
で
は
な
く
、
整
理
し
て
ま
と
ま
り
の

あ
る
―
秩
序
あ
る
―
世
界
を
つ
く
り
出

す
の
が
、
表
現
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

④
関
係
を
明
確
に
す
る

人
は
、
関
係
を
つ
か
む
こ
と
に
よ
っ

て
、
物
事
を
理
解
す
る
。
関
係
と
は
、

つ
な
が
り
を
い
う
。
い
ま
説
明
し
て
い

る
内
容
が
、
ど
こ
に
ど
う
つ
な
が
る
の

か
が
わ
か
ら
な
い
と
、
聞
き
手
は
戸
惑

う
こ
と
に
な
る
。
道
に
迷
っ
た
と
き
、

途
方
に
暮
れ
る
の
は
つ
な
が
り
が
わ
か

ら
な
く
な
る
か
ら
だ
。
歩
い
て
い
る
う

ち
に
、
偶
然
知
っ
た
道
に
出
た
。
途
端

に
、
「
そ
う
か
、
こ
こ
に
出
る
の
か
」

と
な
っ
て
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。

一
見
無
関
係
だ
っ
た
、
二
つ
の
事
柄
、

事
件
、
人
物
な
ど
が
、
関
係
が
あ
る
と

知
っ
て
、
相
互
関
係
が
わ
か
っ
て
、
理

解
が
深
ま
る
こ
と
が
あ
る
。
わ
か
り
や

す
い
説
明
の
た
め
に
よ
く
用
い
ら
れ
る

関
係
と
し
て
は

・
全
体
と
部
分
の
関
係

・
既
知
と
未
知
の
関
係

・
原
因
と
結
果
の
関
係

・
時
系
列
の
関
係

な
ど
で
あ
る
。

⑤
噛
み
砕
い
て
話
す

抽
象
的
な
説
明
は
、
意
味
が
抽
象
化

さ
れ
て
い
る
の
で
、
具
体
的
な
イ
メ
ー

ジ
が
浮
か
び
に
く
い
。
表
現
は
抽
象
的

に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
意
味
範
囲
が
広

く
な
っ
て
、
焦
点
を
定
め
に
く
く
な
る
。

身
近
な
具
体
例
を
使
っ
て
、
噛
み
砕
い

て
話
せ
ば
、
場
面
が
浮
か
ん
で
き
て
、

き
わ
め
て
わ
か
り
や
す
い
。

「
こ
こ
か
ら
○
○
村
ま
で
、
ど
れ
く
ら

い
の
時
間
が
か
か
り
ま
す
か
」
と
聞
か

れ
た
イ
ソ
ッ
プ
物
語
の
作
者
イ
ソ
ッ
プ

は
、「
あ
な
た
が
立
っ
て
い
る
所
か
ら
、

私
の
所
ま
で
歩
い
て
み
て
く
だ
さ
い
」

と
、
答
え
た
そ
う
だ
。
そ
の
歩
き
方
を

見
て
、「
あ
な
た
の
歩
幅
な
ら
、
二
〇

分
で
行
け
ま
す
」。
相
手
の
側
に
立
つ

こ
と
の
重
要
さ
を
説
い
た
有
名
な
エ
ピ

ソ
ー
ド
で
あ
る
。

⑥
わ
か
り
や
す
い
言
葉
を
使
う

わ
か
り
や
す
い
言
葉
と
は
、「
相
手

に
わ
か
る
言
葉
」
の
こ
と
を
言
う
。
専

門
語
は
、
専
門
を
同
じ
く
す
る
者
同
士

に
と
っ
て
は
、
意
味
が
共
有
さ
れ
て
い

る
か
ら
、
わ
か
り
や
す
い
言
葉
で
あ
る
。

た
だ
し
、
専
門
家
が
素
人
に
使
え
ば
、

な
ん
の
こ
と
か
さ
っ
ぱ
り
わ
か
ら
な
い

言
葉
と
な
る
。

薬
剤
師
に
、「
こ
の
ク
ス
リ
は
食
間

に
飲
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
言
わ
れ
た
。

「
食
間
」
と
は
、
食
事
を
し
て
か
ら
二

時
間
た
っ
た
後
を
意
味
す
る
と
の
こ
と

だ
が
、
こ
れ
が
わ
か
ら
な
い
人
も
い
て
、

「
ご
飯
を
食
べ
て
い
る
間
」
と
受
け
取

っ
て
、
食
事
中
に
服
用
し
た
と
い
う
笑

え
な
い
話
も
あ
る
。

⑦
反
応
を
確
か
め
な
が
ら
話
す

説
明
し
な
が
ら
、
相
手
が
理
解
し
た

か
ど
う
か
確
か
め
る
こ
と
。
相
手
が
首

を
か
し
げ
た
り
、
下
を
向
い
て
し
ま
っ

た
ら
、
話
を
い
っ
た
ん
中
断
し
て
、
発

言
を
促
す
な
ど
し
た
方
が
よ
い
。
マ
ニ

ュ
ア
ル
通
り
に
、
一
方
的
に
説
明
す
る

人
が
案
外
多
い
。
反
応
を
確
か
め
つ
つ
、

一
時
に
一
事
の
心
得
で
行
き
た
い
。

難
し
い
こ
と
を
難
し
く
話
し
た
の
で

は
説
明
に
は
な
ら
な
い
。
や
さ
し
い
こ

と
を
も
っ
た
い
を
つ
け
て
こ
と
さ
ら
難

し
く
話
す
の
は
、
論
外
で
あ
る
。
や
さ

し
い
こ
と
は
や
さ
し
く
、
難
し
い
こ
と

は
相
手
に
応
じ
て
わ
か
り
や
す
く
話

し
、
そ
の
中
に
深
さ
を
感
じ
さ
せ
る
人

こ
そ
、
優
れ
た
説
明
者
と
言
え
る
。
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わが国の保健医療制度は、世界最長の平均寿命
や高い保健医療水準を実現してきましたが、急
速な少子高齢化、経済成長の鈍化等大きな環境
変化に直面しています。今後とも安定した制度
として維持していくためには、増大し続ける国
民医療費を適正化するとともに、医療保険にお
ける世代間の公平を図ることが課題となってい
ます。このための、いわゆる「医療制度改革法」
が平成18年6月14日に可決・成立しました。

施策紹介

医療制度改革

度
は
、
独
立
し
た
保
険
制
度
で
は
な
く
、
被
用
者
保

険
と
国
民
健
康
保
険
が
市
町
村
に
対
し
て
費
用
を
拠

出
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
は
各
医

療
保
険
制
度
に
加
入
し
て
保
険
料
を
負
担
し
ま
す

が
、
若
年
者
の
保
険
料
と
一
括
さ
れ
た
上
で
拠
出
さ

れ
る
た
め
、
高
齢
者
自
身
の
負
担
と
現
役
世
代
に
よ

る
負
担
の
分
担
の
ル
ー
ル
が
は
っ
き
り
せ
ず
世
代
間

の
不
公
平
を
生
じ
て
い
る
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

医
療
費
の
動
向

急
速
な
高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、
近
年
わ
が
国
の

国
民
医
療
費
は
国
民
所
得
の
伸
び
を
上
回
る
勢
い
で

伸
び
続
け
、
現
在
約
三
〇
兆
円
の
規
模
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
う
ち
老
人
医
療
費
の
占
め
る
割
合
は
約

三
分
の
一
（
約
一
〇
兆
円
）
に
及
ん
で
い
ま
す
。
今
後

団
塊
の
世
代
が
高
齢
化
し
て
い
く
こ
と
か
ら
、
医
療

費
の
さ
ら
な
る
増
大
は
避
け
ら
れ
な
い
見
通
し
で
す
。

平
成
一
五
年
度
の
老
人
一
人
当
た
り
の
診
療
費

は
、
一
般
と
比
較
す
る
と
四
・
七
倍
（
入
院
六
・
九

倍
、
外
来
四
・
一
倍
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
大

き
な
要
因
と
し
て
、
生
活
習
慣
病
（
糖
尿
病
、
高
血

圧
症
、
高
脂
血
症
な
ど
）
や
そ
の
予
備
群
の
増
加
、

そ
し
て
入
院
の
長
期
化
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
生
活
習

慣
病
は
徐
々
に
進
行
し
、
長
期
化
・
重
症
化
す
る
傾

向
が
あ
り
、
そ
の
医
療
費
は
す
で
に
国
民
医
療
費
の

三
分
の
一
を
占
め
て
い
ま
す
。
入
院
期
間
に
つ
い
て

は
、
日
本
の
平
均
入
院
日
数
は
三
六
・
四
日
と
欧
米

（
独
一
〇
・
九
日
、
仏
一
三
・
四
日
、
英
七
・
六
日
、

米
六
・
五
日
）
に
比
べ
て
長
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
原
因
と
し
て
は
、
必
ず
し
も
入
院
を
必
要
と
し

な
い
の
に
入
院
を
続
け
る
、
い
わ
ゆ
る
「
社
会
的
入

院
」
が
多
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

改
革
に
向
け
て

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
将
来
に
わ
た
り
安
定
的

で
持
続
可
能
な
医
療
保
険
制
度
を
堅
持
し
て
い
く
た

め
の
制
度
改
正
が
急
務
と
な
り
、
平
成
一
四
年
の
健

康
保
険
法
等
の
改
正
に
際
し
て
、
抜
本
的
な
制
度
改

革
を
行
う
べ
き
と
の
規
定
が
置
か
れ
ま
し
た
。
こ
れ

を
受
け
て
平
成
一
五
年
三
月
に
は
「
医
療
制
度
改
革

の
基
本
方
針
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
て
平
成
二
〇
年
度

に
向
け
て
実
現
を
図
る
こ
と
と
さ
れ
、
平
成
一
七
年

一
二
月
に
は
政
府
・
与
党
医
療
改
革
協
議
会
に
お
い

て
、
医
療
費
の
適
正
化
（
医
療
費
の
抑
制
）
と
新
た

な
高
齢
者
医
療
制
度
の
創
設
を
中
心
と
す
る
内
容
の

「
医
療
制
度
改
革
大
綱
」
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
大
綱
に
定
め
ら
れ
た
施
策
を
実
現
す
る
た

め
、
今
年
の
六
月
一
四
日
に
「
健
康
保
険
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
」
と
「
良
質
な
医
療
を
提
供
す

る
体
制
の
確
立
を
図
る
た
め
の
医
療
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
」
の
二
つ
か
ら
な
る
医
療
制
度
改
革

法
が
成
立
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

医
療
制
度
改
革
法
の
ポ
イ
ン
ト

（
１
）
医
療
費
の
適
正
化

①
中
長
期
的
な
方
策

●
平
成
二
〇
年
度
を
初
年
度
と
す
る
医
療
費
適
正

化
計
画
（
五
年
計
画
）
に
お
い
て
政
策
目
標
を
掲
げ
、

現
行
の
医
療
制
度

わ
が
国
で
は
、
生
活
保
護
の
受
給
者
な
ど
の
一
部

を
除
く
す
べ
て
の
国
民
が
、
労
働
の
形
態
、
職
種
等

に
よ
っ
て
何
ら
か
の
医
療
保
険
制
度
に
加
入
す
る
国

民
皆
保
険
制
度
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。
国
民
皆
保
険

制
度
は
、
被
用
者
を
対
象
と
す
る
政
府
管
掌
健
康
保

険
や
組
合
管
掌
健
康
保
険
な
ど
の
被
用
者
保
険
と
、

自
営
業
者
や
無
職
者
な
ど
を
対
象
と
す
る
国
民
健
康

保
険
の
二
本
立
て
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
高
齢
者
に

つ
い
て
は
、
医
療
と
保
健
サ
ー
ビ
ス
を
一
体
的
に
提

供
す
る
仕
組
み
と
し
て
市
町
村
が
運
営
す
る
老
人
保

健
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
老
人
保
健
制
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医
療
費
の
伸
び
を
適
正
化
す
る
。

・
生
活
習
慣
病
有
病
者
と
そ
の
予
備
群
を
二
五
％
減

・
平
均
入
院
日
数
の
全
国
平
均
（
三
六
日
）
と
最
短

の
長
野
県
（
二
七
日
）
の
差
を
半
分
に
縮
小

●
四
〇
歳
以
上
の
保
険
加
入
者
に
対
す
る
生
活
習

慣
病
の
予
防
に
着
目
し
た
健
診
と
保
健
指
導
を
保
険

者
に
義
務
づ
け
る
。

②
保
険
給
付
の
内
容
・
範
囲
の
見
直
し
等
　

●
現
役
並
み
の
所
得
（
夫
婦
世
帯
で
年
収
五
二
〇

万
円
以
上
）
が
あ
る
七
〇
歳
以
上
の
者
の
患
者
負
担

を
平
成
一
八
年
一
〇
月
か
ら
三
割
に
引
き
上
げ
る
な

ど
の
改
正
を
行
う
（
表
参
照
）。

（
２
）
新
た
な
高
齢
者
医
療
制
度
の
創
設
（
図
参
照
）

●
七
五
歳
以
上
の
者
（
後
期
高
齢
者
）
に
つ
い
て
、

平
成
二
〇
年
度
に
、
独
立
し
た
医
療
制
度
を
創
設
す

る
。
財
源
構
成
は
、
後
期
高
齢
者
の
保
険
料
（
一
割
）、

現
役
世
代
（
被
用
者
保
険
お
よ
び
国
民
健
康
保
険
）

か
ら
の
支
援
（
約
四
割
）、
お
よ
び
公
費
（
約
五
割
）

と
す
る
。
た
だ
し
、
今
後
後
期
高
齢
者
人
口
は
増
加

す
る
一
方
、
現
役
世
代
人
口
は
減
少
す
る
と
見
込
ま

れ
る
た
め
、
保
険
料
の
負
担
率
を
変
え
な
い
と
現
役

世
代
一
人
当
た
り
の
負
担
は
大
き
な
割
合
で
増
加
し

て
い
く
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
世
代
間
の
負
担
の

公
平
を
維
持
す
る
た
め
、
人
口
構
成
に
占
め
る
後
期

高
齢
者
と
現
役
世
代
の
比
率
の
変
化
に
応
じ
て
、
後

期
高
齢
者
の
保
険
料
の
負
担
割
合
を
引
き
上
げ
、
現

役
世
代
の
支
援
の
割
合
を
引
き
下
げ
て
い
く
。

●
六
五
歳
か
ら
七
四
歳
ま
で
の
者
（
前
期
高
齢
者
）

に
つ
い
て
は
、
退
職
者
が
国
民
健

康
保
険
に
大
量
に
加
入
し
、
保
険

間
で
医
療
費
の
負
担
に
不
均
衡
が

生
じ
て
い
る
た
め
、
平
成
二
〇
年

度
か
ら
、
各
保
険
の
加
入
者
数
に

応
じ
て
負
担
を
調
整
す
る
仕
組
み

と
す
る
。
現
行
の
退
職
者
医
療
制

度
は
廃
止
（
平
成
二
六
年
度
ま
で

の
間
に
お
け
る
六
五
歳
未
満
の
退

職
者
を
対
象
と
し
て
現
行
制
度
を

経
過
措
置
と
し
て
存
続
）。

今
後
の
課
題

厚
生
労
働
省
は
、
後
期
高
齢
者

の
診
療
報
酬
に
つ
い
て
、
現
行
の

出
来
高
制
か
ら
病
気
の
種
類
や
症

状
に
応
じ
た
定
額
制
と
す
る
こ
と

を
検
討
し
は
じ
め
ま
し
た
。
出
来

高
制
の
下
で
は
「
薬
漬
け
」
の
よ

う
な
無
駄
な
治
療
が
問
題
視
さ
れ

て
き
て
お
り
、
定
額
制
に
よ
り
こ

れ
を
改
善
し
て
医
療
費
を
抑
制
す

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
定
額
制
の
下
で
は

差
額
を
浮
か
す
た
め
必
要
な
診
療

が
行
わ
れ
な
く
な
る
お
そ
れ
も
あ

り
、
そ
の
チ
ェ
ッ
ク
を
ど
う
す
る
か
も

含
め
十
分
な
検
討
が
必
要
と
な
る

で
し
ょ
う
。

表　保険給付の内容・範囲の見直し等�図　新たな高齢者医療制度の創設（平成20年4月）�

内　　容� 施行時期�

平成18年10月～�
平成20年4月～�
�
�
平成18年10月～�
�
�
平成18年10月～�
�
平成20年4月～�
�
�
平成18年10月～�
平成19年4月～�
�
平成18年10月～�
�
�
平成20年4月～�
�
�
�
平成20年4月～�
�
�
平成19年4月～�
平成19年4月～�
�
�

〇高齢者の患者負担の見直し(現行：70歳末満3割、70歳以上
1割（ただし、現役並み所得者2割))�

・現役並み所得の70歳以上の者は3割負担�
・新たな高齢者医療制度の創設に併せて高齢者の負担を見直し�
　70～74歳2割負担、75歳以上1割負担（現行どおり)�
�
〇療養病床に入院している高齢者の食費・居住費の負担引上げ�
�
〇高額療養費の自己負担限度額の引上げ�
・高額療養費の自己負担限度額について、低所得者に配慮しつつ、
賞与を含む報酬総額に見合った水準に引上げ�

・併せて、高齢者医療制度の創設に伴い見直し�
�
〇現金給付の見直し�
・出産育児一時金の見直し（30万円→35万円)�
・傷病手当金および出産手当金の支給水準の引上げ・支給範囲
の見直し　�

・被用者保険の埋葬料の定額化（5万円）�
�
〇乳幼児に対する自己負担軽減措置の拡大�
　高齢者医療制度の創設に併せて、乳幼児に対する自己負担軽
減（2割負担）の対象年齢を3歳未満から義務教育就学前まで�

　に拡大�
�
〇高額医療・高額介護合算制度の創設�
�
〇保険料賦課の見直し�
・標準報酬月額の上下限の範囲の拡大�
・標準賞与の範囲の見直し�

・75歳以上の後期高齢者については、その心身の特性や生活実態等

　を踏まえ、平成20年度に独立した医療制度を創設する。�

・あわせて、65歳から74歳の前期高齢者については、退職者が国民

　健康保険に大量に加入し、保険者聞で医療費の負担に不均衡が生じ

　ていることから、これを調整する制度を創設する。�

・現行の退職者医療制度は廃止する。ただし、現行制度からの円滑な

　移行を図るため、平成26年度までの聞における65歳未満の退職者

　を対象として現行の退職者医療制度を存続させる経過措置を講ずる。�

＜現行（老人保健法）＞� ＜高齢者の医療の確保に関する法律＞�

退職者�
医療�

国保� 被用者保険�

75�
歳�

65�
歳�

75�
歳�

65�
歳�

前
期
高
齢
者�

後
期
高
齢
者�

保
険
料�

支　援�

国
保�

公　費� 独
立
制
度�

制度間の医療費負担の�
不均衡の調整�

退職者医療�
（経過措置）�

国　保� 被用者保険�

被
用
者�

保
険�

老人保健制度�
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岡
山
県
倉
敷
市
立
多
津
美
中
学
校

は
、
平
成
一
七
年
度
に
社
会
科
授
業
の

一
環
と
し
て
、「
衆
議
院
議
員
模
擬
選

挙
」
を
行
い
ま
し
た
。
三
年
生
全
ク
ラ

ス
の
社
会
科
を
担
当
し
て
い
た
野
闢
洋

子
教
諭
が
実
践
し
た
試
み
で
す
。

三
年
生
の
社
会
科
で
は
、
週
二
・
五

時
間
の
限
ら
れ
た
時
間
で
公
民
的
分
野

を
学
ぶ
た
め
、
暗
記
に
偏
り
が
ち
な
授

業
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
社
会
科

嫌
い
の
原
因
と
な
り
、
社
会
の
制
度
や

政
治
に
関
心
を
持
た
な
い
若
者
を
生
ん

で
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
野
闢
教
諭

は
危
惧
し
て
い
ま
し
た
。

「
選
挙
制
度
に
つ
い
て
は
学
び
ま
す

が
、
具
体
的
な
投
票
方
法
ま
で
は
教
わ

り
ま
せ
ん
。
本
当
に
必
要
な
こ
と
を
学

ん
で
も
ら
う
た
め
、
体
験
学
習
の
機
会

を
提
供
し
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。」

具
体
的
に
は
、
選
択
社
会
科
を
受
講

し
た
生
徒
に
仮
想
の
衆
議
院
議
員
模
擬

選
挙
を
実
践
さ
せ
る
と
と
も
に
、
社
会

科
や
総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
活
用

し
、
三
年
生
全
員
に
小
選
挙
区
比
例
代

表
並
立
制
の
投
票
を
疑
似
体
験
さ
せ
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

選
択
社
会
科
は
、
三
年
生
一
四
三
人

の
う
ち
二
二
人
が
受
講
。
生
徒
は
四
つ

の
仮
想
の
政
党
と
選
挙
管
理
委
員
会
の

五
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
五
月
か
ら
選

挙
に
つ
い
て
の
調
べ
学
習
と
選
挙
準
備

作
業
を
進
め
ま
し
た
。
選
挙
管
理
委
員

会
は
六
人
の
生
徒
が
担
当
し
、
選
挙
公

列島�
フラッ
シュ�メイスイ�

このコーナーでは全国各地の選挙啓発に関
するユニークな取り組みをレポートします。

報
や
選
挙
人
名
簿
の
作
成
、
政
見
放
送

の
制
作
・
放
送
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

一
方
、
二
人
〜
六
人
の
生
徒
に
グ
ル
ー

プ
分
け
し
た
各
政
党
で
は
、
党
名
、
党

首
、
立
候
補
者
を
決
め
、
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
や
選
挙
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
、
選
挙
活

動
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

「
生
徒
の
興
味
・
関
心
を
高
め
る
た

め
、
可
能
な
限
り
本
物
に
近
い
も
の
を

体
験
さ
せ
た
い
」
と
考
え
た
野
闢
教
諭

は
、
倉
敷
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
実
物

の
投
票
箱
や
記
載
台
、
投
票
用
紙
自
動

交
付
機
の
貸
出
し
を
申
し
入
れ
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
貸
出
し
だ
け
で
な
く
、

投
票
後
に
選
管
職
員
に
よ
る
出
前
授
業

も
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

選
択
社
会
科
の
生
徒
た
ち
の
選
挙
準

備
も
進
み
、
社
会
科
の
授
業
で
三
年
生

全
員
に
模
擬
選
挙
に
つ
い
て
説
明
の

上
、
七
月
一
日
に
公
示
。
給
食
時
間
に

仮
想
四
党
の
候
補
者
に
よ
る
政
見
放
送

を
流
す
な
ど
、
模
擬
選
挙
活
動
を
展
開

し
、
七
月
七
日
の
総
合
的
な
学
習
の
時

間
に
多
目
的
ホ
ー
ル
で
模
擬
投
票
を
行

い
ま
し
た
。
衆
議
院
選
挙
に
模
し
て
学

年
全
体
を
一
つ
の
小
選
挙
区
と
比
例
代

表
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
見
立
て
、
四
党
か
ら

の
立
候
補
者
名
で
投
票
す
る
小
選
挙
区

選
挙
と
政
党
名
で
投
票
す
る
比
例
代
表

中学校の
授業で「衆議院
議員模擬選挙」を実施
〈岡山県倉敷市立多津美中学校〉

小選挙区比例代表並立制の模擬投票を
体験

選
挙
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
欠
席
し
た
生
徒
を
除
く
三

年
生
全
員
が
投
票
し
、
小
選
挙
区
で
一

人
、
定
数
一
〇
人
と
し
た
比
例
代
表
で

は
各
政
党
の
得
票
数
に
よ
り
当
選
者
数

を
ド
ン
ト
式
で
配
分
し
、
各
党
候
補
者

名
簿
か
ら
当
選
者
を
決
め
ま
し
た
。

生
徒
か
ら
は
、「
選
挙
の
し
く
み
や

手
順
が
よ
く
わ
か
っ
た
」「
選
挙
権
を

も
ら
っ
た
ら
進
ん
で
選
挙
に
行
き
、
政

治
に
参
加
し
た
い
」「
五
分
も
あ
れ
ば

終
わ
る
の
に
、
な
ぜ
投
票
に
行
か
な
い

の
か
不
思
議
に
思
っ
た
」
な
ど
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

野
闢
教
諭
は
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み

で
、
今
年
度
の
第
五
五
回
読
売
教
育
賞

を
受
賞
。「
全
国
の
中
学
校
で
も
実
施

し
て
も
ら
い
た
い
。
明
日
の
日
本
を
つ

く
る
生
徒
に
こ
う
い
う
体
験
学
習
を
さ

せ
て
あ
げ
た
い
と
切
に
願
い
ま
す
」
と

語
っ
て
い
ま
す
。

（
編
集
部
取
材
）
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高
校
生
が
明
推
協
委
員
に

〈
山
形
県
鶴
岡
市
〉

選
挙
や
政
治
に
対
す
る
無
関
心
や

年
々
低
下
す
る
投
票
率
が
全
国
的
に
問

題
と
な
っ
て
い
る
今
日
、
こ
こ
鶴
岡
市

（
旧
羽
黒
町
）
も
同
様
の
悩
み
を
抱
え

て
い
ま
す
。
特
に
、
二
〇
代
三
〇
代
の

投
票
率
が
低
く
、
日
頃
か
ら
若
年
層
へ

の
啓
発
活
動
の
必
要
性
を
強
く
感
じ
て

い
ま
し
た
。
合
併
前
の
旧
羽
黒
町
明
る

い
選
挙
推
進
協
議
会
の
委
員
は
、
町
の

選
挙
管
理
委
員
会
や
各
種
団
体
の
代
表

者
、
学
識
経
験
者
、
地
区
公
民
館
長
な

ど
の
、
い
わ
ゆ
る
『
大
人
』
た
ち
。
そ

の
中
で
も
「
投
票
す
る
の
は
当
然
だ
」

と
い
う
世
代
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。

そ
こ
で
、
若
い
世
代
へ
の
選
挙
啓
発

や
未
来
の
有
権
者
の
意
識
向
上
を
目
的

に
、
新
た
に
若
者
を
対
象
に
、
明
推
協

委
員
を
募
集
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

羽
黒
町
に
は
大
学
が
な
か
っ
た
た
め
、

高
校
生
に
お
願
い
し
て
み
て
は
と
思
い

つ
い
た
の
で
す
が
、
当
初
は
難
し
い
と

考
え
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
以
前
か

ら
清
掃
や
地
域
行
事
へ
の
協
力
な
ど
、

地
域
に
根
づ
い
た
活
動
を
行
っ
て
い
た

『
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
い

す
ず
』
の
メ
ン
バ
ー
に
思
い
切
っ
て
声

を
か
け
た
と
こ
ろ
、
彼
ら
は
以
前
か
ら

選
挙
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
よ
う
で
、

な
ん
と
快
く
引
き
受
け
、
平
成
一
六
年

度
か
ら
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
委
員

に
就
任
し
て
く
れ
た
の
で
す
。

彼
ら
は
、「
小
さ
い
頃
か
ら
家
庭
な

ど
で
、
選
挙
が
話
題
に
な
る
こ
と
は
ほ

と
ん
ど
な
か
っ
た
」「
大
人
た
ち
が
選

挙
に
関
心
の
な
い
発
言
を
し
て
い
る
」

「
選
挙
に
つ
い
て
よ
く
わ
か
ら
な
い
」

「
学
校
の
授
業
で
選
挙
に
つ
い
て
学
ん

だ
が
、
大
人
が
選
挙
に
関
心
が
な
い
の

は
、
選
挙
権
を
持
つ
前
の
教
育
が
不
足

し
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
か
」
と
い
う
、

選
挙
に
対
す
る
積
極
的
な
意
見
や
感
想

を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

『
い
す
ず
』
の
メ
ン
バ
ー
は
「
イ
ベ

ン
ト
な
ど
町
内
の
人
が
た
く
さ
ん
集
ま

る
、
明
る
く
話
題
に
の
ぼ
る
こ
と
を
や

り
た
い
」
と
の
考
え
を
も
っ
て
お
り
、

そ
の
言
葉
ど
お
り
彼
ら
の
選
挙
啓
発
活

動
は
活
発
な
も
の
で
し
た
。
平
成
一
六

年
七
月
の
「
参
議
院
議
員
選
挙
」
の
啓

発
活
動
で
は
、
自
分
た
ち
で
作
っ
た
選

挙
啓
発
の
ビ
デ
オ
を
上
映
し
た
り
、
啓

発
チ
ラ
シ
･
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
配
布
や
掲

示
板
の
設
置
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
着
ぐ
る
み
を
着
て
街
頭
で
の
啓
発

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な

活
動
ま
で
展
開
し
た
の
で
す
。

平
成
一
七
年
一
月
の
「
山
形
県
知
事

選
挙
」
で
は
、
投
票
日
当
日
に
小
学
生

を
対
象
と
し
た
「
子
ど
も
投
票
in
は
ぐ

ろ
」
を
行
い
ま
し
た
が
、
こ
こ
で
も

『
い
す
ず
』
の
メ
ン
バ
ー
が
会
場
準
備

か
ら
投
票
立
会
人
や
事
務
従
事
者
と
し

て
運
営
に
も
携
わ
る
な
ど
、
彼
ら
の
強

力
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

子
ど
も
投
票
は
、「
学
校
の
シ
ン
ボ

ル
マ
ー
ク
」
を
決
め
る
選
挙
を
行
う
も

の
で
、
小
学
校
の
全
面
協
力
の
も
と
、

候
補
と
な
る
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
募
集

や
、
考
案
し
た
児
童
と
そ
の
応
援
団
に

よ
る
選
挙
戦
を
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。
投
票
は
実
際
の
投
票
所
と
同
じ
建

物
の
一
室
を
使
い
、
親
子
で
投
票
に
行

け
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
結
果
、
子
ど

も
投
票
を
行
っ
た
投
票
所
の
投
票
率

は
、
前
回
よ
り
も
向
上
し
た
の
で
す
。

こ
れ
ら
以
外
で
も
彼
ら
は
自
主
的
に
、

選
挙
前
に
な
る
と
地
域
の
行
事
等
へ
出

向
き
、
自
分
た
ち
で
作
っ
た
選
挙
啓
発

ソ
ン
グ
を
ギ
タ
ー
と
と
も
に
披
露
し
た

り
、
啓
発
チ

ラ
シ
や
物
品

を
配
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

そ
ん
な
彼
ら

の
行
動
に
、

ま
わ
り
の
委

員
も
刺
激
さ

れ
、
旧
羽
黒
町
明
推
協
の
活
動
は
活
発

化
し
て
い
っ
た
の
で
す
。

昨
年
の
一
〇
月
に
羽
黒
町
は
鶴
岡
市

に
合
併
し
、
現
在
は
「
鶴
岡
市
明
る
い

選
挙
推
進
協
議
会
羽
黒
支
部
」
と
な
り

ま
し
た
が
、『
い
す
ず
』
の
メ
ン
バ
ー
は
引

き
続
き
協
議
会
の
委
員
で
す
。

今
後
と
も
、
彼
ら
と
共
に
、
よ
り
活

発
な
選
挙
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
鶴
岡
市
羽
黒
庁
舎
総
務
課
・
長
瀞
陽
彦
）

着ぐるみを着て啓発パフォーマンス

選挙啓発ソングを披露



ラ
ジ
オ
番
組

「
義
家
弘
介
のT

alk&
T
alk

」

番
組
の
趣
旨
お
よ
び
構
成

ヤ
ン
キ
ー
先
生
こ
と
義
家
弘
介
さ
ん

を
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
イ
に
起
用
し
、
人
の

生
き
方
や
社
会
問
題
を
テ
ー
マ
に
、
義

家
さ
ん
と
ゲ
ス
ト
、
お
よ
び
リ
ス
ナ
ー

が
熱
く
語
り
合
う
番
組
で
す
。
一
〇
月

七
日
か
ら
エ
フ
エ
ム
東
京
系
列
の
Ｊ
Ｆ

Ｎ
全
国
三
八
局
で
、
毎
週
土
曜
日
の
午

前
一
〇
時
三
〇
分
か
ら
一
〇
時
五
五
分

ま
で
（
三
重
県
は
一
一
時
か
ら
、
兵
庫

県
は
一
二
時
三
〇
分
か
ら
）
放
送
し
て

い
ま
す
。

義
家
さ
ん
は
、
母
校
で
あ
る
北
海
道

北
星
学
園
余
市
高
校
の
社
会
科
教
諭
を

経
て
、
現
在
、
横
浜
市
教
育
委
員
、
東

北
福
祉
大
学
特
別
講
師
を
務
め
て
お
ら

れ
ま
す
が
、
本
年
一
〇
月
に
は
、
内
閣

に
設
置
さ
れ
た
教
育
再
生
会
議
の
有
識

者
メ
ン
バ
ー
兼
事
務
局
担
当
室
長
に
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
番
組
は
、
リ
ス
ナ
ー
と
と
も
に

作
り
上
げ
て
い
く
番
組
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
Ｊ
Ｆ
Ｎ
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
に
番
組
特
設
ペ
ー
ジ
を
開

き
、
そ
こ
に
、
大
人
と
し
て
考
え
た
い
、

語
り
合
い
た
い
テ
ー
マ
を
順
次
掲
載

し
、
そ
れ
に
関
す
る
リ
ス
ナ
ー
の
意
見

を
書
き
込
ん
で
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
リ

ス
ナ
ー
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見
は
番
組

で
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
番
組
に
電
話
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な
が
っ
て
い
ま
す
。
普
段
は
見
過
ご
し

て
し
ま
っ
て
い
る
日
常
の
些
細
な
こ
と

で
も
、
問
題
意
識
を
も
っ
て
見
つ
め
て

み
る
と
、
社
会
や
政
治
の
課
題
が
見
え

て
き
ま
す
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
日
々
の
生
活

の
中
で
気
づ
き
、
何
と
か
し
て
欲
し
い

と
思
っ
た
こ
と
を
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

気
分
で
、
今
や
若
者
に
必
須
の
ツ
ー
ル

メ
デ
イ
ア
を
活
用
し
た

若
者
へ
の
常
時
啓
発

（
財
）
明
る
い
選
挙
推
進
協
会
で
は
、
昨
年
度
の
「Its

｀y
o
u
r
C
H
O
IC
E

」

（
本
誌
２
８
６
号
で
特
集
）
に
引
き
続
き
、
今
年
度
も
、
選
挙
離
れ
の
目

立
つ
若
者
層
を
メ
イ
ン
・
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、
メ
デ
イ
ア
を
活
用
し
た
新
企

画
の
常
時
啓
発
事
業
を
実
施
な
い
し
計
画
し
て
い
ま
す
。
以
下
、
そ
の
概

要
を
紹
介
し
ま
す
。

  放送日 テーマ ゲスト�

10月  7日 子どもの頃の夢、いまも追い続けているか？ 俳優の金子昇さん�

10月14日 あなたは結婚したい？それともしたくない？ タレントの早見優さん�

10月21日 会社の成果主義導入。賛成？反対？ 「若者はなぜ３年で辞めるのか」著者の城繁幸さん�

10月28日 ゴミのポイ捨てをすることがありますか ＮＰＯ法人挨拶清掃代表の竹田一英さん�

11月  4日 あなたはどこで、買い物をしますか？ タレントで歌手の森川由加里さん�

11月11日 公共の場。あなたの考えるマナー違反とは？ 女優の秋野暢子さん�

11月18日 心の病、家族や友人が職場や外にいけなくなったら・・・・ 漫画「ツレがうつになりまして」著者の細川貂々ご夫妻�

11月25日 若い人の年金未払い問題、あなたはどう思いますか 経済評論家の萩原博子さん�

�
番組ホームページのアドレスは、http://www.c-player.com/ac53249/message　です。�

出
演
を
希
望
す
る
人
は
、
直
接
生
の
声

で
自
分
の
意
見
を
述
べ
、
義
家
さ
ん
と

議
論
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
毎
回
ゲ
ス
ト
と
し
て
、
テ
ー

マ
に
沿
っ
た
活
動
を
し
て
い
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
の
方
、
専
門
家
、
タ
レ
ン

ト
な
ど
迎
え
、
義
家
さ
ん
と
テ
ー
マ
に

関
す
る
ト
ー
ク
を
繰
り
広
げ
る
と
と
も

に
、
リ
ス
ナ
ー
と
の
電
話
ト
ー
ク
に
も

参
加
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

番
組
の
最
後
に
は
、
選
挙
に
関
す
る

ミ
ニ
講
座
「D

o
T
he
V
ote!

」
の
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
、
義
家
さ
ん
が
政
治
や
選

挙
に
関
す
る
用
語
や
ト
ピ
ッ
ク
な
ど
の

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
・
レ
ッ
ス
ン
を
行
い
ま
す
。

こ
の
「D

o
T
he
V
ote!

」
は
、
番
組
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
音
声
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

が
で
き
ま
す
の
で
、
放
送
を
聞
き
逃
し

て
も
後
か
ら
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

テ
ー
マ
と
ゲ
ス
ト

こ
れ
ま
で
放
送
し
た
テ
ー
マ
と
ゲ
ス

ト
は
、
下
記
の
と
お
り
で
す
。

啓
発
作
品
募
集
コ
ン
ク
ー
ル

「
ケ
ー
タ
イ
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
・
コ
ン
テ
ス
ト
」

私
た
ち
の
身
の
回
り
の
あ
ら
ゆ
る
こ

と
が
実
は
ど
こ
か
で
社
会
や
政
治
に
つ
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が
、
若
者
が
容
易
に
参
加
で
き
、
作
品

の
作
成
過
程
で
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち

に
政
治
や
選
挙
、
社
会
問
題
へ
の
意
識

づ
け
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。
併
せ
て
、
若
者
の
視
点
か
ら
作

成
さ
れ
た
作
品
が
同
世
代
の
若
者
へ
の

啓
発
効
果
を
生
む
こ
と
も
期
待
し
て
い

ま
す
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
ヤ
フ
ー
株
式

会
社
が
運
営
す
る
政
治
情
報
サ
ー
ビ
ス

サ
イ
ト
「Y

a
h
o
o
!

み
ん
な
の
政
治
」

（
本
誌
２
９
０
号
８
〜
10
頁
参
照
）
と

の
共
催
事
業
と
し
て
実
施
し
、
ま
た
、

講
談
社
の
若
者
向
け
雑
誌
「K

iN
G

」

や
「V

iV
i
」
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

作
品
募
集
期
間
は
十
二
月
二
六
日
か

ら
二
月
十
一
日
ま
で
で
す
。
審
査
員
に

よ
る
一
次
選
考
で
一
五
作
品
に
絞
っ
た

上
で
、
そ
の
一
五
作
品
を
特
設
サ
イ
ト

に
公
開
し
、
一
般
ユ
ー
ザ
ー
の
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
投
票
に
よ
り
グ
ラ
ン
プ
リ
を

決
定
し
ま
す
。
発
表
と
表
彰
式
は
三
月

二
一
日
に
東
京
港
区
の
青
山
ス
パ
イ
ラ

ル
ホ
ー
ル
で
行
い
ま
す
。

審
査
員
は
報
道
の
専
門
家
の
立
場
か

ら
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
嶌
信
彦
さ
ん
、

主
と
し
て
文
章
の
専
門
家
の
立
場
か
ら

作
詞
家
の
秋
元
康
さ
ん
、
若
者
生
態
の

専
門
家
の
立
場
か
ら
漫
画
家
の
倉
田
真

て
い
る
若
者
に
エ
ー
ル
を
贈
っ
て
活
動

を
支
援
す
る
こ
と
、
②
若
者
が
参
加
す

る
明
る
い
選
挙
推
進
運
動
の
事
例
を
広

く
国
民
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
明
る
い

選
挙
推
進
運
動
へ
の
一
層
の
理
解
と
取

り
組
み
を
喚
起
す
る
こ
と
を
狙
っ
て
、

彼
ら
の
活
動
事
例
の
紹
介
を
中
心
と
し

た
テ
レ
ビ
番
組
を
制
作
・
放
映
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
来
年
一
月
五
日
の
一

三
時
か
ら
一
四
時
ま
で
、
T
B
S
系
列
局

を
中
心
に
全
都
道
府
県
で
放
映
し
ま
す
。

で
き
る
だ
け
多
く
の
皆
さ
ん
に
視
聴

し
て
も
ら
う
た
め
、
人
気
の
タ
レ
ン
ト

コ
ン
ビ
「
オ
セ
ロ
」
を
進
行
役
に
起
用

し
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
ズ
な
ど
の
タ
レ
ン
ト

に
よ
る
現
地
レ
ポ
ー
ト
、
選
挙
に
関
す

る
ク
イ
ズ
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
番
組
と

す
る
計
画
で
す
。
タ
レ
ン
ト
が
お
邪
魔

す
る
の
は
、
仙
台
市
の
仙
台
選
挙
サ
ポ

ー
タ
ー
の
会
、
愛
知
県
の
明
る
い
選
挙

推
進
サ
ポ
ー
タ
ー
、
名
古
屋
市
の
青
年

選
挙
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
鹿
児
島
県
の
学

生
投
票
率
１
０
０
％
を
め
ざ
す
会
の
四

グ
ル
ー
プ
の
活
動
現
場
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

地
域
に
よ
っ
て
は
放
映
時
間
が
異
な

る
と
こ
ろ
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
の

で
、
ご
注
意
下
さ
い
。

と
な
っ
た
携
帯
電
話
（
普
通
の
カ
メ
ラ

も
可
）
で
写
真
を
撮
り
、
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
書
い
て
、
送
っ
て
も
ら
う
も
の
で
す
。

応
募
資
格
者
は
若
者
に
限
り
ま
せ
ん

由
美
さ
ん
、
主
と
し
て
撮
影
の
専
門
家

の
立
場
か
ら
写
真
家
の
桐
嶋
ロ
ー
ラ
ン

ド
さ
ん
、
若
者
代
表
の
立
場
か
ら
女
優

の
菊
川
怜
さ
ん
に
お
願
い
す
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

詳
し
い
応
募
要
領
は
十
二
月
二
〇
日

頃
開
設
す
る
特
設
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
御

覧
下
さ
い
。「Y

ah
oo!
JA
P
A
N

」
で

「
ケ
ー
タ
イ
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
！
」

と
検
索
す
る
と
直
接
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

繋
が
り
ま
す
。

テ
レ
ビ
番
組

「
オ
セ
ロ
の
大
人
の

選
択
ス
ペ
シ
ャ
ル（
仮
称
）」

最
近
全
国
各
地
に
、
若
い
人
た
ち
で

構
成
す
る
啓
発
活
動
グ
ル
ー
プ
が
誕
生

し
て
い
ま
す
。（
財
）
明
推
協
が
把
握
し

て
い
る
情
報
だ
け
で
も
、
そ
の
数
一
九
。

若
者
に
選
挙
啓
発
に
取
り
組
ん
で
も
ら

う
こ
と
は
、
彼
ら
自
身
が
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
育
っ
て
く
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
ま

た
、
若
者
に
受
け
入
れ
ら
れ
や
す
い
フ

レ
ッ
シ
ュ
な
手
法
を
導
入
で
き
る
こ
と

か
ら
も
有
効
か
つ
有
意
義
な
こ
と
で
、

大
い
に
推
奨
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。そ

こ
で
、
①
先
駆
的
な
活
動
を
行
っ
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編 集 協 力　●株式会社 公職研

●特集は、近年、その重要性への認識が高まっている「市民性

(シティズンシップ)教育」を取り上げました。明るい選挙推進

運動では活動目標の一つに、「ふだんから政治と選挙に関心を

持ち、候補者の人物や政見、政党の政策などを見る目を養うこ

と」を掲げており、両者は密接な関係にあります。市民性教育

の考え方やその活動内容などはこれからの明るい選挙推進運動

のあり方を考える上で重要な意味を持っているのではないでし

ょうか。

編　　集　　後　　記

協会からのお知らせ ■■■■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

●メイスイ列島フラッシュは、明るい選挙推進協議会に参加す

る高校生ボランティアグループの活動と、今年の読売教育賞を

受賞した中学校社会科授業での模擬選挙の取組みを取り上げま

した。

●絵本「英国・選挙腐敗防止の軌跡」、今回は「選挙腐敗防止

法」成立前夜のお話です。いよいよ佳境に入ってきました。

●次号の発行は１月下旬の予定です。

東京ネットムービーフェスティバル入賞
昨年協会が制作したインターネットムービー５作品による「Itt’s your CHOICE!」が、第３回東京ネットムービ
ーフェスティバルのブランド・コーポレート部門作品賞に選ばれるとともに、その中の一作、河瀬直美監督作品
「主人公は君だ！」が監督賞を受賞しました。

この映画祭は、世界11大映画祭のひとつである東京国際映画祭の協賛企画（角川書店発行の
東京ウォーカーなどが企画・制作）として、平成16年にスタートしました。インターネットを
上映の場に活用し、先進的なデジタル技術を積極的に取り込んだ新世代の映像祭です。公募作
品が競う一般部門と、国内外の企業、NPO、国・地方公共団体などの作品を審査するブラン
ド・コーポレート部門（作品賞１点、監督賞１点）からなります。
表彰式は10月28日に、東京六本木にあるテレビ朝日多目的スペース｢umu｣で行われました。

５作品は18年12月31日まで無料配信します。
アドレス www.y-choice.jp

政治家の寄附禁止
きれいな政治、お金のかからない政治の実現と選挙の公正の確保を目指した「寄附禁止のルール」は、社会一般
に着実に浸透してきていますが、毎年新たな有権者も誕生している中、継続して啓発を行っていく必要があります。
協会では年末年始を控えたこの時期を捉え、政治家の寄附禁止を周知するリーフレットを作成し、12月上旬、全
国の市区町村選管に送付します。街頭啓発、研修会、公共施設などでご活用下さい。

新有権者パンフレット
協会では、新成人を対象とするパンフレット「TOHYO１週間」を制作しました。全国の市区町村選管から要

望のあった約75万部を、12月中旬に送付します。
このパンフレットは、東京、大阪などで発行されている若者に人気のタウン情報誌「TOKYO１週間」「KANSAI

１週間」をモチーフに、発行元の講談社とのコラボレーションで制作したものです。
パンフレットに併せて選挙啓発ゲーム（CDロム）を、要望のあった市区町村選管に送付します。

テレビ番組の放映とコンテストの実施
協会では、若者が取り組む明るい選挙推進活動の紹介を中心としたテレビ番組を制作中です。来年１月５日の

13時から14時まで、TBS系列局を中心に全国で放映する予定です。
また、「ケータイ・ジャーナリスト　コンテスト」と称する、啓発作品募集コンクールを、12月下旬から２月中
旬までの予定で実施します。若者に必須のツールとなった携帯電話のカメラで、自分の身の回りの「伝えたいこ
と、何とかして欲しいこと」を撮影し、メッセージを添えて応募してもらいます。
詳しくは、本号22、23頁をご覧ください。
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